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平成１６年第３回北信広域連合議会定例会会議録 

 

                                                 

北信広域連合告示 第５号 

平成１６年１０月１８日（月） 中野市役所３１号・３２号会議室に開く。 

                                                 

平成１６年１０月１８日（月） 午前１０時開議 

                                                 

○ 議事日程（第１号） 

 １ 開 会 

２ 会議録署名議員指名 

３ 会期等の決定 

４ 議案第１号 平成16年度北信広域連合一般会計補正予算（第１号） 

５ 議案第２号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホーム望岳荘事業特別会計補正予算 

（第１号） 

６ 議案第３号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホーム高社寮事業特別会計補正予算 

（第１号） 

７ 議案第４号 平成16年度北信広域連合養護老人ホーム高社寮事業特別会計補正予算（第１号） 

８  議案第５号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホーム千曲荘事業特別会計補正予算 

（第１号） 

９  議案第６号 平成16年度北信広域連合養護老人ホーム千曲荘事業特別会計補正予算（第１号） 

10  議案第７号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホームいで湯の里事業特別会計補正予算 

（第１号） 

11  議案第８号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホーム菜の花苑事業特別会計補正予算 

（第１号） 

12  議案第９号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホームふるさと苑事業特別会計補正予算 

（第１号） 

13  議案第10号 平成15年度北信広域連合一般会計歳入歳出決算認定について 

14  議案第11号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホーム望岳荘事業特別会計歳入歳出決算 

 認定について 

15  議案第12号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホーム高社寮事業特別会計歳入歳出決算 

 認定について 

16  議案第13号 平成15年度北信広域連合養護老人ホーム高社寮事業特別会計歳入歳出決算認定 

 について 

17  議案第14号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホーム千曲荘事業特別会計歳入歳出決算 
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 認定について 

18  議案第15号 平成15年度北信広域連合養護老人ホーム千曲荘事業特別会計歳入歳出決算認定 

 について 

19  議案第16号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホームいで湯の里事業特別会計歳入歳出 

 決算認定について 

20  議案第17号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホーム菜の花苑事業特別会計歳入歳出 

 決算認定について 

21  議案第18号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホームふるさと苑事業特別会計歳入歳出 

 決算認定について 

22  議案第19号 平成15年度北信広域連合ふるさと市町村圏事業特別会計歳入歳出決算認定について 

23  議案第20号 平成15年度北信広域連合公平委員会特別会計歳入歳出決算認定について 

                                                 

○ 本日の会議に付した事件 ……… 議事日程に同じ 

                                                 

○ 出席議員 次のとおり（２２名） 

    １番 勝 山 泰 明 議員       13番 宮 﨑 早 人 議員 

    ２番 荻 原   勉 議員       14番 大 塚 一 夫 議員 

３番 高 相 美智子 議員       15番 小 林 克 彦 議員 

    ５番 田 中 昭 男 議員       16番 大 塚 武 志 議員 

    ６番 小 林 洋 之 議員       17番 青 木 豊 一 議員 

    ７番 小 島 友 一 議員       18番 吉 岡   勝 議員 

    ８番 赤 津 安 正 議員       19番 桜 沢 恒 友 議員 

    ９番 望 月 弘 幸 議員       20番 上 野 博 文 議員 

    10番 中 嶋 元 三 議員       21番 浦 野 良 平 議員 

    11番 髙 木 尚 史 議員       22番 山 崎 治 茂 議員 

    12番 山 崎 一 郎 議員       23番 湯 本   一 議員 

     

                                                 

○ 欠席議員 次のとおり（１名） 

４番 丸 山 惣 平 議員  

                                                 

○ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 次のとおり 

     事 務 局 長  栗 原   満     主   査  小 野 幸 司 

     事務局次長補佐  海 野 昇 正     主   査  西 田 幸 一 

    保険福祉係長  宮 﨑   均  
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○ 説明のため議場に出席した者の職氏名 次のとおり 

    広域連合長  青 木  一      幹 事  岩 本 敏 男  

    副広域連合長  木 内 正 勝      幹 事  土 屋 喜 久 夫  

    副広域連合長  中 山 茂 樹      幹 事  (代 )池田盛人  

    副広域連合長  栁 澤 萬 壽 雄      幹 事  藤 田 忠 良  

    副広域連合長  高 橋 善 造      幹 事  桑 原 富 平  

    副広域連合長  清 野 眞 木 生      事務局次長  松 木 隆 一  

    副広域連合長  高 橋 彦 芳      望岳荘施設長  湯 本 和 男  

    助   役  小 林 貫 男      高社寮施設長  池 田  剛  

    収 入 役  西 川 詔 男            千曲荘施設長  金 井  晃 

    監査委員  金 井 義 信            いで湯の里施設長  大 井 良 元 

    幹 事  西 沢 弘 行            菜の花苑施設長  丸 山 善 雄 

幹 事  清 水  侃            ふるさと苑施設長  青 木 隆 雄 

  

                                                                                        

 

  （開 議）          （午前１０時００分） 

 （開会に先立ち、事務局長栗原満君が本日の出席議員数及び説明のために出席した者の職名を報告する。） 

１ 開  会 

議長（小林洋之君） ただいまの報告のとおり、出席議員が定足数に達しておりますから、本会議は成立い

たしました。 

これより、平成１６年第３回北信広域連合議会定例会を開会いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配布してあります、議事日程第１号のとおりでありますから、ご了承願い

ます。 

                                                 

議長（小林洋之君） ここで、広域連合長からあいさつがあります。 

  青木広域連合長。 

     （広域連合長 青木 一君登壇） 

広域連合長（青木 一君） 本日ここに、平成１６年第３回北信広域連合議会定例会を招集いたしましたと

ころ、ご出席をいただきまして、厚く御礼を申しあげます。 

  今年は、台風の上陸が多く、当地域におきましても大きな被害が出ており、被害にあわれました皆様方

には、心よりお見舞いを申し上げるものであります。 

さて、当地域で進められております北陸新幹線の建設につきましては、着々と事業進捗が図られており、

トンネル開通記念イベントが開催され、地域の期待も次第に大きくなっていることが感じられます。また、



 ４ 

上信越自動車道の４車線化工事につきましても、今月中には、信州中野―豊田飯山間では、対面通行の解

消がなされるなど、誠に喜ばしいことであります。 

  次に、経済情勢についてですが、県下でもようやく回復基調が見られるようになってまいりました。 

日銀松本支店が発表した９月の、県内企業短期経済観測調査、いわゆる「短観」によりますと、業績が「良

い」と答えた企業の割合から、「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた「業況判断指数」は、ペースは鈍

化したものの、６期連続で改善をし、「景況感は１３年４ヶ月ぶりの高水準で、バブル崩壊後の最高を更新

した。」としております。また、高校卒業予定者の就職内定率も、前年同期に比べ、２.９ポイント上回っ

たとの報道もあり、今後も堅実な景気回復を願うものであります。  

  さて、北信広域連合の主要事業であります、老人ホームの運営につきましては、関係の皆さんのご協力

によりまして、順調に推移しております。 

 平成１５年度決算につきましては、広域連合として、介護保険制度が施行されてからの４回目の決算と

なり、おかげさまで、各会計とも順調な決算をすることができました。細部につきましては、各議案の中

でご説明を申しあげますが、今後とも健全財政の堅持に努め、北信地域の福祉増進に努めて参る所存であ

ります。議員各位におかれましても、格別なご理解とご協力をお願い申し上げる次第であります。 

  本日提案いたします議案は、予算案９件、決算認定１１件の、計２０件であります。 

  よろしくご審議いただきますようお願い申しあげまして、ごあいさつとさせていただきます。 

                                                

２ 会議録署名議員の指名 

議長（小林洋之君） 日程２、会議録署名議員の指名をいたします。 

  会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、 

   ２０番、上野博文議員、 

   ２１番、浦野良平議員、 

を指名いたします。 

                                                 

 

３ 会期等の決定 

平成１６年第３回北信広域連合議会定例会運営日程（案） 

                 会期：平成１６年１０月１８日（月）～１０月２５日（月）８日間 

月 日 曜日 時 間 会 議 摘     要 

10月18日 月 午前10時 本会議 開会、会期等決定、議案提案説明 

  19日 火  休 会 議案審査のため 

  20日 水  〃 議案審査のため 

  21日 木  〃 議案審査のため 

  22日 金  〃 議案審査のため 
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  23日 土  休会 土曜日のため 

  24日 日  〃 日曜日のため 

  25日 月 午前10時 本会議 議案質疑、一般質問、討論、採決、閉会 

 

議長(小林洋之君)  日程３、会期等の決定についてを議題といたします。 

  本定例会の会期については、お手元に配布いたしました、平成１６年第３回北信広域連合議会定例会運

営日程（案）のとおり決するにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

議長(小林洋之君) ご異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期については、運営日程（案）のとおりと決しました。 

  なお、監査委員から報告のありました、例月出納検査及び決算審査の結果を、お手元に配布してありま

すのでご了承願います。 

  議事に入る前に、以降議案の「北信広域連合」の部分については省略をさせていただきますので、 

ご了承願います。 

                                                 

４ 議案第１号 平成16年度北信広域連合一般会計補正予算（第１号） 

５ 議案第２号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホーム望岳荘事業特別会計補正予算（第１号） 

６ 議案第３号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホーム高社寮事業特別会計補正予算（第１号） 

７ 議案第４号 平成16年度北信広域連合養護老人ホーム高社寮事業特別会計補正予算（第１号） 

８ 議案第５号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホーム千曲荘事業特別会計補正予算（第１号） 

９ 議案第６号 平成16年度北信広域連合養護老人ホーム千曲荘事業特別会計補正予算（第１号） 

10 議案第７号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホームいで湯の里事業特別会計補正予算（第１号） 

11  議案第８号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホーム菜の花苑事業特別会計補正予算（第１号） 

12 議案第９号 平成16年度北信広域連合特別養護老人ホームふるさと苑事業特別会計補正予算（第１号） 

 

議長(小林洋之君)  日程４、議案第１号 平成１６年度一般会計補正予算(第１号)から、日程１２、議案

第９号 平成１６年度特別養護老人ホームふるさと苑事業特別会計補正予算(第１号)までの、９議案を一

括して議題といたします。 

  広域連合長から提案理由の説明を求めます。 

  青木広域連合長。 

    （広域連合長 青木 一君登壇） 

広域連合長（青木 一君） 議案第１号から議案第９号までの９件を、一括してご説明を申しあげます。 

 はじめに、議案第１号 平成１６年度北信広域連合一般会計補正予算（第１号）について申しあげます。 

 なお、「北信広域連合」の部分につきましては、以降省略させていただきますので、よろしくお願いをいた

します。 
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 本案につきましては、補正総額３２６万９千円を追加し、補正後の予算総額は、３億７,１７７万５千円

となります。 

  歳入では、１款 分担金及び負担金では、３３１万６千円の減額となります。内訳は、経常経費確定に

伴う１３７万５千円の減額及び国の要綱改正に伴う、介護認定審査会の審査出席延委員数の減員による、

１９４万１千円を減額するものであります。 

２款 県支出金では、１０５万円の追加となります。内訳は、圏域案内サイン設置事業を、補助率２分

の１の「地域づくり総合支援事業」から、本年度創設された補助率３分の２の「美しいまち・ふるさとの

道再生モデル事業」への乗り換えに伴なう追加であります。 

  ４款 繰越金では、１５年度決算に伴い４７３万５千円を追加し、５款 諸収入では、雑入のコピー機

使用料８０万円を追加するものであります。 

  歳出につきましては、２款 総務費では、５２１万円の追加となります。内訳では、１項 総務管理費 

１目 一般管理費で、人事異動に伴う人件費の確定に伴い人件費関係を組み替え、コピー使用の増に伴い

印刷製本費に８０万円を追加し、ＬＧＷＡＮ設置・接続に伴なうデータセンター使用料の追加等でありま

す。２目 企画費では、「美しいまち・ふるさとの道再生モデル事業」への乗り換えに伴ない、圏域案内サ

イン設置工事費の一部をアドバイザー報酬に１０万５千円、案内サイン整備マニュアル・デザイン設計委

託料に１０５万円を組み替え、また、観光担当職員共同研修のための負担方法の変更に伴なう負担金への

組み替え等であります。３項 監査委員費では、臨時議会･収入役引継に伴なう報酬１万４千円の追加であ

ります。 

  ３款 民生費、１項 社会福祉費では、１９４万１千円の減額となります。内訳は、１目 介護保険総

務費においては、人事異動に伴う人件費の確定に伴い人件費関係を組み替え、２目 介護認定審査会費で

は、歳入の分担金の中でもご説明申し上げましたように、国の要綱改正に伴い介護認定審査会の審査出席

延委員数の減のため、委員報酬で２２８万６千円の減額となります。 

次に、議案第２号 平成１６年度 特別養護老人ホーム望岳荘事業特別会計補正予算（第１号）につい

て。本案につきましては、補正総額２,８３５万６千円を追加し、補正後の予算総額は４億１,３８３万４

千円となります。 

  歳入では、１款 分担金及び負担金 １項 負担金が、８９０万円の追加であります。内訳は、１目   

一般利用者負担金で５４１万８千円を追加し、２目 短期利用者負担金で３４８万２千円を追加、ともに

利用率アップに伴なうものであります。 

２款 財産収入 １項 財産運用収入では、財政調整基金積立金利子３５万８千円の追加であります。 

  ３款 寄附金では、一般寄附金の増による５万円の追加であり、４款 繰越金では、１５年度決算に伴

い１,９００万７千円の追加であります。 

  ５款 諸収入 ３項 雑入では、嘱託職員の増に伴う雇用保険本人負担分４万１千円の追加であります。 

  歳出につきましては、１款 民生費 １項 特別養護老人ホーム事業費 １目 施設総務費におきまし

ては、８６４万４千円の減額であります。内訳は、人事異動に伴う職員人件費１,４６３万４千円の減額、

産休・育休等による代替職員の増に伴う報酬４３２万４千円の追加、賃金１６６万６千円の追加でありま
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す。 

  ３款 諸支出金 １項 基金費では、財政調整基金積立金３,７００万円を追加するものであります。 

  次に、議案第３号 平成１６年度 特別養護老人ホーム高社寮事業特別会計補正予算（第１号）につい

て。本案につきましては、補正総額２,３７４万３千円を追加し、補正後の予算総額は３億２,５２６万７

千円となります。 

  歳入では、１款 分担金及び負担金、１項 負担金が、７９９万６千円の追加であります。内訳は、   

１目 一般利用者負担金で６８８万９千円を追加し、２目 短期利用者負担金で１１０万７千円を追加、 

ともに利用率のアップに伴なうものであります。 

  ４款 繰越金では、１５年度決算に伴い１,５７４万７千円の追加であります。 

  歳出につきましては、１款 民生費 １項 特別養護老人ホーム事業費におきまして、１,０３５万７千

円の減額であります。１目 施設総務費におきましては、１,０６２万９千円の減額で、内訳は、中途退職

及び人事異動に伴う職員人件費２,１２２万７千円の減額、産休・育休及び機能訓練指導員の配置等による

代替職員の増に伴う報酬８９４万２千円の追加、賃金１６５万６千円の追加であります。４目 保健衛生

費では、養護と按分で除細動器を配備し、その購入費として２７万２千円の追加です。 

  ３款 諸支出金 １項 基金費では、財政調整基金積立金３,４１０万円を追加するものであります。 

  次に、議案第４号 平成１６年度 養護老人ホーム高社寮事業特別会計補正予算（第１号）について。 

  本案につきましては、補正総額１,０１６万４千円を追加し、補正後の予算総額は、１億２,６３５万円

となります。 

  歳入では、１款 分担金及び負担金 １項 負担金 １目 民生費負担金が、措置費の改定に伴い、  

９０万４千円の減額、４款 繰越金では、１５年度決算に伴い、１,１０６万８千円の追加であります。 

  歳出につきましては、１款 民生費 １項 養護老人ホーム事業費におきまして、２５６万４千円の追

加であります。内訳は、１目 施設総務費におきましては、３１万５千円の追加であり、人事異動に伴う

職員人件費１３２万１千円の減額、療休職員の代替職員賃金１６３万６千円の追加であります。２目 施

設管理費では、浴室給湯配管の漏水等に伴なう修繕工事費２０７万円の追加であり、４目 保健衛生費で

は、特養と按分で除細動器を配備し、その購入費として１７万９千円を追加するものです。 

  ２款 諸支出金では、財政調整基金積立金７６０万円を追加するものであります。 

  次に、議案第５号 平成１６年度 特別養護老人ホーム千曲荘事業特別会計補正予算（第１号）につい

て。本案につきましては、補正総額２,２００万円を追加し、補正後の予算総額は、２億８,２００万円と

なります。 

  歳入では、１款 分担金及び負担金 １項 負担金が、６２５万３千円の追加であります。内訳は、   

１目 一般利用者負担金で２７０万３千円の追加、２目 短期利用者負担金で３５５万円の追加、ともに

利用率のアップに伴なうものであります。 

  ２款 使用料及び手数料、１項 使用料、１目 民生使用料が、８５万８千円の減額であります。これ

につきましては、千曲荘に隣接設置している飯山市のデイサービスセンターが、千曲荘の浴室を利用する

際に、従来より浴室使用料として負担していただいたものですが、使用料条例のないことから、本項目か
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ら雑入へ替えることに伴なうものであります｡ 

  ５款 繰入金 １項 基金繰入金につきましては、前年度繰越金に余剰が出たことに伴い、資金運用が

可能となったことから、４００万円を減額するものであります｡ 

  ６款 繰越金では、１５年度決算に伴い１,９７２万９千円の追加であります。 

  ７款 諸収入 ３項 雑入では、先ほど使用料及び手数料の中でご説明申し上げました浴室使用の負担

金からの組み替え８５万８千円と、嘱託職員の増に伴う雇用保険本人負担分１万８千円の追加であります。 

  歳出につきましては、１款 民生費 １項 特別養護老人ホーム事業費におきまして、５０万円の追加

であります。１目 施設総務費におきましては、５２万７千円の追加で、内訳は、人事異動に伴う職員人

件費４８５万７千円の減額、産休・育休及び機能訓練指導員の配置等による代替職員の増に伴う報酬５３

８万４千円の追加であります。２目 施設管理費では、養護と按分の工事関係確定に伴なう入札差金２８

万４千円の減額であります。４目 保健衛生費では、養護と按分で除細動器を配備し、その購入費として、

２５万７千円を追加するものです。 

  ３款 諸支出金 １項 基金費では、財政調整基金積立金２,１５０万円を追加するものであります。 

  次に、議案第６号 平成１６年度 養護老人ホーム千曲荘事業特別会計補正予算（第１号）について。

本案につきましては、補正総額１､３４０万円を追加し、補正後の予算総額は、１億２,８４０万円となり

ます。 

  歳入では、１款 分担金及び負担金、１項 負担金、１目 民生費負担金が、措置費の改定に伴い、 

９３万円の減額、２款 県支出金、１項 県補助金、１目 民生費県補助金では、産休代替のための職員

雇用事業補助金として１８万円の追加、５款 繰入金 １項 基金繰入金につきましては、前年度繰越金

に余剰が出たことに伴い、資金運用が可能となったことから、２００万円を減額するものであります｡ 

  ６款 繰越金では、１５年度決算に伴い、１,６１５万円の追加であります。 

  歳出につきましては、１款 民生費、１項 養護老人ホーム事業費におきまして、１１０万円の追加で

あります。内訳は、１目 施設総務費におきましては、１０９万５千円の追加であり、人事異動に伴う職

員人件費２１万５千円の追加、産休・育休職員の代替職員報酬８８万円の追加であります。２目 施設管

理費では、特養と按分の工事関係確定に伴なう入札差金１８万９千円の減額であります｡４目 保健衛生費

では、特養と按分で除細動器を配備し、その購入費として１９万４千円を追加するものであります。 

  ２款 諸支出金では、財政調整基金積立金１,２３０万円を追加するものであります。 

  次に、議案第７号 平成１６年度 特別養護老人ホームいで湯の里事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて。本案につきましては、補正総額１,７６１万９千円を追加し、補正後の予算総額は３億４,４０８

万円となります。 

  歳入では、１款 分担金及び負担金 １項 負担金が、１２４万２千円の減額であります。内訳は、   

１目 一般利用者負担金では２８８万２千円の減額をし、２目 短期利用者負担金１６４万円を追加する

ものであります。これにつきましては、利用率のアップに伴なうもの、及び管理栄養士の異動に伴い、食

事費負担金が減額されたこととに伴なうものであります。 

  ４款 繰越金では、１５年度決算に伴い１,８８６万１千円の追加であります。 
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  歳出につきましては、１款 民生費、１項 特別養護老人ホーム事業費におきまして、３２８万１千円

の減額であります。１目 施設総務費におきましては、４９０万５千円の減額であります。内訳は、人事

異動に伴う職員人件費１,０９５万１千円の減額、産休・育休等による代替職員の増に伴う報酬５２１万５

千円の追加、賃金８３万１千円の追加であります。２目 施設管理費では、浄化槽ポンプ及び送風管の取

り替え、洗濯用蒸気ボイラー、給湯ポンプ修繕等の修繕料として、１６０万３千円の追加、備品購入費で

は、ガスレンジ購入の先送りに伴なう２７万９千円の減額であり、３目 施設生活費では、おむつ交換車

の老朽化に伴なう1台更新に２２万６千円の追加であります。４目 保健衛生費は、入所者健康管理検査手

数料７万４千円を追加するものであります。 

  ３款 諸支出金、１項 基金費では、財政調整基金積立金２,０９０万円を追加するものであります。 

  次に、議案第８号 平成１６年度 特別養護老人ホーム菜の花苑事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて。本案につきましては、補正総額２,６４１万３千円を追加し、補正後の予算総額は、３億８１１万５

千円となります。 

  歳入では、１款 分担金及び負担金、１項 負担金が、４３０万円の追加であります。内訳は、１目   

一般利用者負担金で４３万円追加し、２目 短期利用者負担金で３８７万円追加、ともに利用率のアップ

に伴なうものであります。 

  ４款 繰越金では、１５年度決算に伴い２,２１１万３千円の追加であります。 

  歳出につきましては、１款 民生費、１項 特別養護老人ホーム事業費におきまして、６５１万３千円

の追加であります。１目 施設総務費におきましては、６０７万８千円の追加であります。内訳は、人事

異動に伴う職員人件費４４６万４千円の追加、産休・育休等による代替職員の増に伴う報酬１６１万４千

円の追加であります。３目 施設生活費では、野沢温泉村の下水道使用料の改定に伴ない、下水道使用料

４３万５千円の追加であります。 

３款 諸支出金、１項 基金費では、財政調整基金積立金１,９９０万円を追加するものであります。 

  次に、議案第９号 平成１６年度 特別養護老人ホームふるさと苑事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて。本案につきましては、補正総額３,１２６万７千円を追加し、補正後の予算総額は、３億４,７３

０万４千円となります。 

  歳入では、１款 分担金及び負担金、１項 負担金が、１,０２０万円の追加であります。内訳は、１目 

一般利用者負担金で６３５万７千円を追加し、２目 短期利用者負担金で３８４万３千円を追加、ともに

利用率のアップに伴なうものであります。 

  ４款 繰入金、１項 基金繰入金につきましては、前年度繰越金に余剰が出たことに伴い、一部の資金

運用で可能となったことから、２６０万円を減額するものであります｡ 

  ５款 繰越金では、１５年度決算に伴い２,３６６万７千円の追加であります。 

  歳出につきましては、１款 民生費、１項 特別養護老人ホーム事業費におきまして、８４６万７千円

の追加であります。１目 施設総務費におきましては、８３１万４千円の追加で、内訳は、人事異動に伴

う職員人件費１９８万８千円の追加、産休・育休代替職員の増に伴う報酬５３０万５千円、賃金１０２万

１千円の追加であります。３目 施設生活費では、オムツ交換車１台の購入費２２万６千円の追加等であ
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ります｡ 

  ３款 諸支出金 １項 基金費では、財政調整基金積立金２,２８０万円を追加するものであります。 

  以上、９議案につきまして一括してご説明申し上げました。 

  よろしくご審議をお願い申しあげます｡ 

                                                 

13 議案第10号 平成15年度北信広域連合一般会計歳入歳出決算認定について 

14 議案第11号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホーム望岳荘事業特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

15 議案第12号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホーム高社寮事業特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

16 議案第13号 平成15年度北信広域連合養護老人ホーム高社寮事業特別会計歳入歳出決算認定について 

17 議案第14号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホーム千曲荘事業特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

18 議案第15号 平成15年度北信広域連合養護老人ホーム千曲荘事業特別会計歳入歳出決算認定について 

19 議案第16号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホームいで湯の里事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

20 議案第17号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホーム菜の花苑事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

21 議案第18号 平成15年度北信広域連合特別養護老人ホームふるさと苑事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

22 議案第19号 平成15年度北信広域連合ふるさと市町村圏事業特別会計歳入歳出決算認定について 

23 議案第20号 平成15年度北信広域連合公平委員会特別会計歳入歳出決算認定について 

 

議長(小林洋之君) 日程１３、議案第１０号 平成１５年度一般会計歳入歳出決算認定についてから、日程

２３、議案第２０号 平成１５年度公平委員会特別会計歳入歳出決算認定についてまでの、以上１１議案

を一括して議題といたします。 

  広域連合長から提案理由の説明を求めます。 

  青木広域連合長。 

    （広域連合長 青木 一君登壇） 

広域連合長（青木 一君） 議案第１０号から議案第２０号までの１１件を一括してご説明を申しあげます。 

 なお、お手元に、「平成１５年度の事業実績並びに主要施策成果説明書」をお配り申しあげてございます

ので、ご覧いただきたいと思います。 

 はじめに、議案第１０号 平成１５年度一般会計歳入歳出決算認定についてを申しあげます。決算規模

は、予算総額３億２,９３９万３千円に対し、歳入総額３億２,８２６万８,７５８円、歳出総額３億２,２

３３万３,４０５円で、歳入歳出差引額５９３万５,３５３円の剰余であります。 
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  それでは、歳入歳出決算の主なものについて申しあげます。 

  歳入では、市町村分担金が１億９,３５９万余円、県支出金は３,９８１万余円で、内訳では、地域づく

り総合支援事業補助金３０２万余円、救急医療対策費補助金３,６７９万余円であります。 

 繰入金は、７,９１８万余円。これは、各施設特別会計からの施設建設時の起債償還金返済分及び事務局

人件費分であります。 

  次に、歳出について申しあげます。議会費が３５万余円。総務費は７,３０９万余円であります。このう

ち、昨年度から県の「地域づくり総合支援事業」を取り込んだ「地域情報発信事業」として、広域観光宣

伝用のホームページ「らぐらぐ倶楽部」の更新、観光情報キオスク端末の設置、ふるさと探検パスポート

事業を、５７３万余円で実施しました。 

  民生費は、４,２７５万余円で、このうち介護保険に関する経費が２,６９８万余円であります。 

  衛生費は、「病院群輪番制病院運営事業補助金」、５,５１８万余円で、内訳は、北信総合病院及び飯山赤

十字病院への休日・夜間の救急医療の運営費３,４１８万余円及び飯山赤十字病院へのＸ線テレビ装置  

２,１００万円であります｡ 

  公債費は１億５,０９４万余円で､ 平成１５年度末の広域連合債の現在額は、２０億４,６２４万余円で

あります。 

  次に、議案第１１号 平成１５年度 特別養護老人ホーム望岳荘事業特別会計歳入歳出決算認定につい

てを申しあげます。 

  決算規模につきましては、予算総額４億２,６３２万４千円に対し、歳入総額４億３,６２６万５,９４４

円、歳出総額４億０,６７４万５,７７９円で、歳入歳出差引２,９５２万０,１６５円の剰余であります。 

  歳入歳出決算の主なものについて申しあげます。 

  歳入の主なものは、介護保険利用者負担金３億８,９８１万余円であります。 

  次に、歳出につきましては、入所者９０人及び短期入所６床分の処遇に係る費用でありまして、施設総

務費、２億４,６６５万余円、施設管理費、１,２７９万余円、施設生活費、６,１３９万余円、保健衛生費、

１９３万余円であります。 

  次に、議案第１２号 平成１５年度 特別養護老人ホーム高社寮事業特別会計歳入歳出決算認定につい

てを申しあげます。 

  決算規模は、予算総額３億３,７４７万７千円に対し、歳入総額３億４,０５２万４,１２６円、歳出総額

３億１,７７７万７,１０１円で、歳入歳出差引、２,２７４万７,０２５円の剰余であります。 

  歳入の主なものは、介護保険利用者負担金２億９,４８０万余円、基金繰入金３６０万円であります。 

  次に、歳出につきましては、特別養護老人ホームの入所者７０人及び短期入所６床分の処遇に係る費用

であります。施設総務費、１億９,７８５万余円、施設管理費、１,１８７万余円、施設生活費、４,６９１

万余円、保健衛生費、１３４万余円であります。 

  次に、議案第１３号 平成１５年度 養護老人ホーム高社寮事業特別会計歳入歳出決算認定についてを

申しあげます。 

  決算規模は、予算総額１億２,１６０万４千円に対し、歳入総額１億２,４２０万１,４１７円、歳出総額
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１億１,０１３万２,６８１円で、歳入歳出差引１,４０６万８,７３６円の剰余であります。 

  歳入の主なものは、老人保護措置費１億１,３３９万余円であります。 

  次に、歳出につきましては、養護老人ホームの入所者５０人の処遇に係る費用でありまして、施設総務

費、６,４８７万余円、施設管理費、４３９万余円、施設生活費、３,０３７万余円、保健衛生費、９６万

余円であります。 

  次に、議案第１４号 平成１５年度 特別養護老人ホーム千曲荘事業特別会計歳入歳出決算認定につい

てを申しあげます。 

  決算規模は、予算総額２億８,２３９万３千円に対し、歳入総額２億８,９２１万６,６８５円、歳出総額

２億６,６２７万５,７００円で、歳入歳出差引２,２９４万９８５円の剰余であります。 

  歳入の主なものは、介護保険利用者負担金２億５,６６５万余円、基金繰入金４００万円であります。 

  次に、歳出につきましては、特別養護老人ホームの入所者６０人及び短期入所６床分の処遇に係る費用

でありまして、施設総務費１億８,８２９万余円、施設管理費１,２６９万余円、施設生活費３,８８９万余

円、保健衛生費、８８万余円であります。 

  次に、議案第１５号 平成１５年度 養護老人ホーム千曲荘事業特別会計歳入歳出決算認定についてを

申しあげます。 

  決算規模は、予算総額１億３,７２３万２千円に対し、歳入総額１億３,９９０万３,３８８円、歳出総額

１億２,１６６万２,８６５円で、歳入歳出差引１,８２４万０,５２３円の剰余であります。 

  歳入の主なものは、老人保護措置費１億１,２６２万余円、国庫補助金６８１万余円、県補助金３５７万

余円、基金繰入金５５０万円であります。 

  次に、歳出につきましては、養護老人ホームの入所者５０人の処遇に係る費用でありまして、施設総務

費、６,６０３万余円、施設管理費２,１２８万余円、施設生活費２,９１２万余円、保健衛生費４６万余円

であります。特に、施設管理費において大規模修繕工事１,３２８万余円とし、屋根葺き替え及びボイラー

更新工事を実施しました｡ 

  次に、議案第１６号 平成１５年度 特別養護老人ホームいで湯の里事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついてを申しあげます。 

  決算規模につきましては、予算総額３億４,８１６万２千円に対し、歳入総額３億５,２２１万２９６円、

歳出総額３億２,３６４万８,５７２円で、歳入歳出差引２,８５６万１,７２４円の剰余であります。 

  歳入の主なものは、介護保険利用者負担金３億１,９４９万余円、基金繰入金３２０万円であります。 

  次に、歳出につきましては、特別養護老人ホームの入所者７０人及び短期入所１０床分の処遇に係る費

用でありまして、施設総務費２億３,４０９万余円、施設管理費９７３万余円、施設生活費４,８５６万余

円、保健衛生費、１３９万余円であります。 

  次に、議案第１７号 平成１５年度 特別養護老人ホーム菜の花苑事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いてを申しあげます。 

  決算規模につきましては、予算総額３億０,３８１万円に対し、歳入総額３億１,６９４万８,２６２円、

歳出総額２億８,６３３万４,３４３円で、歳入歳出差引３,０６１万３,９１９円の剰余であります。 
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  歳入の主なものは、介護保険利用者負担金２億８,４８３万余円であります。 

  次に、歳出につきましては、特別養護老人ホームの入所者６０人及び短期入所１０床分の処遇に係る費

用でありまして、施設総務費１億９,４２０万余円、施設管理費８４８万余円、施設生活費４,４７９万余

円、保健衛生費１４４万余円であります。 

  次に、議案第１８号 平成１５年度 特別養護老人ホームふるさと苑事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついてを申しあげます。 

  決算規模につきましては、予算総額３億３,３２６万２千円に対し、歳入総額３億３,８８５万８,３９６

円、歳出総額３億１,０１９万０,８６１円で、歳入歳出差引２,８６６万７,５３５円の剰余であります。 

  歳入の主なものは、介護保険利用者負担金２億９,２２９万余円、一般会計繰入金６４８万余円でありま

す。 

  次に、歳出につきましては、特別養護老人ホームの入所者７０人及び短期入所５床分の処遇に係る費用

でありまして、施設総務費２億０,９０１万余円、施設管理費７１２万余円、施設生活費４,３０６万余円、

保健衛生費９３万余円であります。 

  次に、議案第１９号 平成１５年度 ふるさと市町村圏事業特別会計歳入歳出決算認定についてを申し

あげます。 

 決算規模は、予算総額１,５７８万８千円に対し、歳入総額１,６０５万９,５７０円、歳出総額１,１１

５万１,５５４円で、歳入歳出差引４９０万８,０１６円の剰余であります。 

  この会計は、ふるさと市町村圏基金１０億円の運用益を活用した、地域振興整備事業に係るものであり

ます。 

  まず歳入につきましては、基金利子による財産収入が、８２７万余円、一般会計繰入金５９６万余円で

あります。 

  次に、歳出につきましては、広域圏振興整備事業費５１８万余円、財産管理費として、基金への貸付元

金戻し積立に５９６万余円であります。 

  次に、議案第２０号 平成１５年度公平委員会特別会計歳入歳出決算認定についてを申しあげます。 

  決算規模は、予算総額１２９万５千円に対し、歳入総額１２９万５,６７７円、歳出総額１１８万５７１

円で、歳入歳出差引１１万５,１０６円の剰余であります。 

  歳入の主なものは、市町村及び構成組合の分担金７４万余円であります。 

歳出は、総務管理費の１１８万余円であります。 

  以上、１１件につきまして、一括ご説明を申しあげました。各施設の財政調整基金の会計別年度末現在

高につきましては、決算書の２５０ページをご覧いただきたいと思います｡ 

  各会計の詳細につきましては、事務局次長及び各施設長から補足説明させますので、よろしくお願いを

いたしたいと思います｡ 

  なお、今後とも、特別養護老人ホームにつきましては、引き続き健全経営を堅持しながら、施設介護サ

ービスの充実に努めるとともに、計画的な財政調整基金積み立て、適正な人件費管理を進める予定でおり

ますので、ご理解を、お願いをいたしたいと思います｡ 
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  また、監査委員による決算の審査結果につきましては、お手元に申しあげてございます「平成１５年度 

一般会計及び特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況の審査結果について」のとおりであります。審査結

果を十分生かし、今後の財政運営の適正化に努めて参る 所存であります。 

  よろしくご審議のうえ、ご認定をいただきますようお願いを申しあげます。 

議長(小林洋之君)  続いて、事務局次長及び各施設長において、本案の補足説明がありましたら、お願い

をしたいと思います。 

（事務局次長 挙手） 

議長(小林洋之君) 事務局次長。 

事務局次長（松木隆一君） 事務局次長の松木でございます。それでは、広域連合長のただいまの提案説明

に補足をして、私からそして各施設長から順次ご説明を申し上げますので、よろしくお願いいたします。

なお、説明につきましては、お手元に配付してございます「平成１５年度の事業実績並びに主要施策成果

説明書」によりたいと思いますので、よろしくお願いいたします｡ 

  はじめに、議案第１０号 一般会計の主なものを申しあげます。４ページをお開きいただきたいと思い

ます。先ず、上段の一般管理事務につきましては、事務局職員７人分の人件費が主なものでございまして、

他に需用費、役務費等々でございます。中段の広域市町村圏計画管理推進事務につきましては、平成１４

年度から引き続いた「広域的観光推進・幹線道路網整備調査研究会」によりまして、調査研究書を取りま

とめるとともに、並行して研究結果として事業展開をしてまいりました。具体的には、圏域案内サイン部

会の設置･研究、それから観光情報キオスク端末３台の設置３７１万７千円でございます。広域観光ＰＲサ

イト「らぐらぐ倶楽部」のホームページの情報の提供そして更新４４万１千円でございます。それから、

長野広域連合と共同によりまして「ふるさと探検パスポート」１万冊を作成いたしまして、管内の小中学

生全員に配付をいたしました。１５０万円でございます。この事業の一部は、県の｢地域づくり総合支援事

業補助金｣を活用し実施をし、県から補助金を受けてございます。続きまして、５ページに移らさせていた

だきますが、選挙費、これにつきましては、選挙管理委員会の定例会１回分、それから下段の監査委員費

でございますけれども、右側に記載してございますとおり、例月出納検査１２回、定例監査１回、決算審

査３日分でございます。続きまして、６ページをお願いいたします。社会福祉費の関係でございます。上

段の介護保険事務でありますけれども、これは事務局職員２人分の人件費が主なものでございます。続い

て下段の介護認定審査会事務の関係でございますけれども、７市町村、共同処理事務として行っておりま

す。本年度は、審査回数は１１４回、審査件数が４,９２１件ということで、前年度平成１４年度に比べま

して、回数で１２回、件数で３６３件の増となりました。これは、増え続けております申請件数に対応す

るため、平成１５年度は審査会の臨時開催をお願いをして、開催をした経過がございます。続きまして７

ページに入らせていただきますけれども、入所判定委員会の事務でございます。３回開催をいたしました。

それからふるさと市町村圏事業特別会計繰出金、その下の特別養護老人ホームふるさと苑事業特別会計へ

の繰出金、それぞれ繰出してございます。上段のふるさと市町村圏につきましては、望岳荘への、建設の

際の償還分でございますし、下段のふるさと苑につきましては、建設の際補正予算債をお借りいたしまし

て、その際の交付税のバックの分でございます。ふるさと苑の方に繰出してございます。続きまして８ペ
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ージをご覧をいただきたいと思います。保健衛生費でございますけれども、これにつきましては先ほど連

合長のほうから説明ございましたとおり、北信総合病院それから飯山日赤に対する補助でございます。続

きまして、９ページでございます。公債費でございます。それぞれ上段が元金、下段が利子という事で掲

げてございます。元金では、９,７００万余、利子では５,３８９万余でございます。一般会計につきまし

ては、以上でございます。 

（望岳荘施設長 挙手） 

議長(小林洋之君) はい、望岳荘施設長。 

望岳荘施設長（湯本和男君） 望岳荘の湯本でございます。引き続いて、議案第１１号 平成１５年度望岳

荘事業特別会計を申しあげます。望岳荘といたしましては、確かな介護が受けられる施設を目指し、施設

利用者の生活環境に重点を置き、利用者への施設サービスを実施いたしました。それでは１１ページをお

願いいたします。中段表の入退所の状況ですが、死亡退所の方が１１名とここ数年減少をしております。

施設が新しくなったこともあり、長生きしていただいていることを嬉しく思っております。次ぎ、１２ペ

ージをお願いたします。下段表の入所者の状態ですが、歩行、排泄、入浴など自力不可能の方がほとんど

であります。より質の高い介護サービスが求められております。次ぎ、１３ページから１５ページの各表

の注釈をご覧いただきたいと思います。本入所者定員９０名の利用率は、９８.２３％と、昨年度の９７.

６４％と０.５９ポイント増えてございます。本入所者の年度末平均介護度につきましては、４.１５で、

昨年度末の３.９８から０.１７ポイント上昇しており、より重度化が進んでおります。また、短期利用者

定員６名の利用率は、１１１.８４％と、昨年度の９２.０５％から大幅に伸びてございます｡利用率が１

００％を超えておりますのは、入院等に伴なう空きベッドを短期利用するなど、努力の結果であります。

本入所と短期利用の総合利用率で見ましても、９９.０８％と、昨年度の９７.２９％と、１.７９ポイン

ト増えてございます。これによりまして、１５年度介護報酬引下げの影響をかなり吸収できた結果となっ

ております。次ぎ、１７ページをお願いたします。中段以降で、施設建設時の起債償還に１,３４９万余

円、駐車場の冬期除雪に対応するための舗装工事に９９万円ほど、そのほか施設は新しいものの設備、備

品は古い施設のものを使用しているため、若干更新及び修繕をさせていただきました。次ぎ、１８ページ

をお願いいたします。財政調整基金積立は、本年度８,３９６万６千円を積み立て、５月末現在高は、３

億５,９８０万円となっており、１７年度からの起債償還及び将来の大規模修繕等に備えました。今後も

引き続き、入所者の介護サービスの質の向上に努めるとともに、健全な経営を図っていきたいと思います。

望岳荘特別会計は以上であります。 

（高社寮施設長 挙手） 

議長(小林洋之君) 高社寮施設長。 

高社寮施設長（池田 剛君） 高社寮の施設長の池田でございます。続きまして、議案第１２号 平成１５

年度特別養護老人ホーム高社寮事業特別会計を申しあげます。高社寮といたしましては、１５年度、特に

利用者が快適で気持ちよく住みやすい環境とするため、ボイラーの給湯管の改修、特殊浴槽、電動ベッド

等の購入をいたしまして、住環境の整備を実施してまいりました。また、利用者への、処遇の向上を図る

ため、職員の研修等によりまして資質の向上を図ってまいりました。 
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それでは、１９ページをお願いいたします。中段の入退所の状況でありますが、入所１６名、退所１８

名、うち死亡退所の方が１７名でございます。入退所の２名の差につきましては、１６年の３月に退所し

ました２名分の新たな入所者の都合によるところのものでございまして、３月に入所されなかったことに

よる差でございます。また退所、死亡退所の１名の差は、自己都合で退所されてございます。なお前年度

同期と比較いたしまして、大きな変化はございません。２０ページをお願いいたします。下段の入所者の

状況でございますけれども、食事では、食堂で４０名の方が、５９％の方が食事をされてございます。ま

た居室での食事につきましては、２８名の方、４１％の方が食事をされてございます。なお、食事をされ

ます内容につきましては、記載のとおりでございます。ちなみに鼻腔栄養の方が、１１名でございます。

とりわけ、できるだけ自分でゆっくり食事をされるよう対応をしてございます。次に、歩行等でございま

すけれども、移動不能な方、寝たきりの方あるいはまた車イス等の使用で介助を要する方等でございます

けれども、４４名の方、６５％の方が移動不能という状況でございます。前年度と比較いたしまして、１

０名の方の増でございます。また、排泄につきましては、常時オムツの使用の方が４０名で、５９％の方

がいらっしゃいます。施設といたしましては、できるだけトイレ、ポータブルトイレ使用等の自力を進め

てございます。なお、前年度と比較いたしまして、常時オムツの使用の方は４人減ってございます。ポー

タブルトイレ使用の方が５人増と、トイレ使用の方が１名の増という状況でございます。次に、入浴でご

ざいますけれども、ほとんどの方が特殊浴槽の入浴となってございます。５９人でございます。全体の８

７％の方でございます。寝たきりの方、車椅子の方が主でございます。前年度と比較いたしまして特殊浴

槽での入浴の方が１１名増えてございます。年々重度化してきていることによるものでございます。２１

ページから２３ページをお願いいたします。各表の注釈をご覧いただきたいと思います。本入所定員につ

きましては７０名でございます。市町村別利用状況の利用率につきましては９７.８％でございます。前

年は、９８.２％で０.４ポイント下まわってございます。これは入所者の入所の際、日数を要したことに

よるものでございます。ただしこの間、短期入所者で対応をしてございます。各介護度別利用状況でござ

いますが、平均介護度は３.９７でございまして、昨年度末の３.７９から０.１８ポイント上がってござ

います。これも重度化が進んでおるところのことによるものでございます。また、短期入所者利用状況で

ありますが、定員６名の利用率は、９７.２２％でございます。昨年度の８２.１％から大幅に伸びてござ

います。本入所と短期利用者の総合利用率でございますけれども、９７.７５％と昨年の９６.９３％を０.

８２ポイント増えてございます。円滑な管理運営に努めているところでございます。これによりまして、

１５年度介護報酬引下げの影響をかなり吸収できた結果となってございます。２５ページをお願いいたし

ます。中段以降の環境整備、備品購入等でございますけれども、工事、修繕関係につきましては、建物等

の小破修繕、水道、エアコン、消防設備等でございますけれども、またボイラーの配管の改修工事を実施

いたしまして、環境の整備を行ってまいりました。また備品購入でございますけれども、特殊浴槽の１基、

電動ベッドの５台、ストレッチャー３台、車イス５台等を購入いたしまして、快適な居住環境の整備を行

いました。なお、健康の保持増進を図るため、医薬材料等の購入をさせていただきました。２６ページを

お願いいたします。財政調整基金の積立でございますけれども、今年度は、５,９７９万１千円の積み立

てをいたしました。総額で、５月末現在におきましては、３億１,６３０万円でございます。今後、一層
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利用者が快適に楽しく住みやすい環境に配慮しつつ、円滑な管理運営に努めて参りたいと思っております。

特別養護老人ホーム高社寮事業特別会計は、以上でございます。 

続きまして、議案第１３号 平成１５年度の養護老人ホーム高社寮事業特別会計を申しあげます。養護

老人ホーム特別会計につきましても、特別養護老人ホーム特別会計と同様に、１５年度はとりわけ利用者

が快適で気持ち良く住みやすい環境とするため、９部屋の居室の畳替え、按分によるところのボイラー室

の給湯管の修理、それからパソコン等の購入をいたしまして、住環境の整備を実施いたしました。また、

利用者への処遇向上を図るため、職員の研修等によるところの技術の向上も図ってまいりました。それで

は、２７ページをお願いいたします。下段の表の入所者の状況でありますが、入所１名、退所２名でござ

います。１名の差につきましては、１６年の４月に入所されたことによるものでございます。２８ページ

をお願いいたします。下の表の入所者の状況でありますけれども、食事では、定員５０名のうち４８名、

９６％の方が食堂で食事をされ、また自力で食事をされております。昨年と大きな変化はございません。

歩行につきましても、全員が自力で行動されておりまして、前年度同様に、移動不能な方はおりません。

次、排泄の関係でございますけれども、前年と比較しまして、常時オムツ、カテーテルの方、合わせて３

名の方がおられました。他の方は、常設によるところの排泄でございます。入浴につきましては、車イス

使用の方８名、補助器使用の一部の方４名をあわせまして、１２名の方が特殊浴槽によるところの入浴を

されてございます。前年より３名増えてございます。他の方は、一般浴槽での入浴でございます。前年よ

り４名減っております。なお、清拭の方１名増えてございます。重度化の進行によるものと思われます。

２９ページをお願いいたします。注釈をご覧いただきたいと思います。本入所定員が５０名の利用率につ

きましては、９９.９％でございます。前年と比較いたしまして大きな変化はございません。３０ページ

をお願いいたします。環境整備、備品購入等でございますけれども、工事、改修関係では、９部屋の畳の

表替えと、建物等の小破修繕と、特養と按分によるところのボイラー室の配管、改修工事の環境整備を行

ってまいりました。また、備品購入につきましては、パソコン、フードプロセッサー等の購入をいたしま

して、快適な居住環境の整備を行いました。なお、健康の保持増進を図るため、医薬材料の購入を行って

まいりました。３１ページをお願いいたします。財政調整基金の積立でございますけれども、本年度は９

５２万２千円の積み立てをいたしました。総額で、５月末現在高におきましては、６,３２０万円でござ

います。今後一層、利用者が快適に楽しく住みやすい環境に配慮しつつ、円滑な管理運営に努めて参りた

いと思っております。養護老人ホーム高社寮事業特別会計は、以上でございます。 

（千曲荘施設長 挙手） 

議長(小林洋之君)  はい、千曲荘施設長。 

千曲荘施設長（金井 晃君） 千曲荘の金井でございます。引き続き議案第１４号 平成１５年度特別養護

老人ホーム千曲荘事業特別会計を申しあげます。私ども千曲荘といたしましては､利用者の皆さんに人間

性豊かな快適で楽しい生活を送っていただくために、利用者やご家族の皆さんのニーズに応えられる施設

整備、運営体制を目標にして、平成１５年度におきましては、一つとしまして、生活環境改善対策として

エアコンの設備更新、二つ目として、施設等の老朽化対策としてベッドの更新、特殊浴槽の更新など、そ

して三つ目としましては、施設建設の際の起債償還金を負担するため、１,６００万円を超す一般会計へ
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の繰出しなどを重点にしまして、入所者への施設サービスを実施してまいりました。それでは３３ページ

をお願いいたしますが、中段表の入退所の状況でございますが、年間におきましては入所者９名、退所者

１０人の状況でございました。次に３４ページをお願いいたします。下段表の入所者の状況でございます

が、食事は食堂で３０人、居室で２７人、歩行が移動不能が３７人、排泄も常時オムツ者が３７人、入浴

は特殊浴槽が４６人の状況でございました。次に３５ページから３７ページの各表の注釈をご覧いただき

たいと思います。本入所者定員６０名の利用率につきましては、９７.７６％と昨年度の９６.９９％と、

０.７７ポイント増えてございます。本入所者の年度末の平均介護度につきましては、３.６６でございま

して、これも他の施設同様それぞれ上昇をしております。また短期利用者定員６名の利用率につきまして

は、１０６.９２％と昨年度の１００.３７％から６.５５ポイント伸びてございます。本入所と短期利用

の総合利用率を見ましても、９８.５９％と昨年度９７.３０％と、１.２９ポイント増えてございます。

次に３９ページをお願いいたします。２段目に掲載されております、飯山市デイサービスセンターには入

浴施設がございませんので、私ども当施設の、施設を利用していただいている関係の一般浴室の使用日数

を掲載してございます。中段には、施設建設時の起債償還金１,６１９万余円がございました。またその

ほか、小破修繕及び工事そして備品の購入の関係につきましては、そこに記載のとおりでありますが、建

物等小破修繕料が１１３万９千円余、エアコンの設置工事１７３万５千円余、それから備品の購入費につ

きましては、特殊浴槽が１基３６７万５千円と、以下次の４０ページにおきましては載っておりますが記

載のとおりでございます。次に４１ページをお願いいたします。財政調整基金の積立は、今年度２,５４

９万円余の積立がございましたが、４００万円を取り崩しまして２,１４９万円を、差額を積み立てたも

のでございます。５月末現在は、１億３７０万円となっております。特別養護老人ホーム関係につきまし

ては以上でございますが、引き続き議案第１５号 平成１５年度養護老人ホーム千曲荘事業特別会計を申

しあげたいと思います。施設の方針は、特養の先ほどと同様でございますが、平成１５年度につきまして

は、養護の方は、一つとしましては、生活環境改善対策としまして、夫婦居室の修繕、エアコン設備の更

新、二つ目としまして事故防止対策としまして、トイレ修繕などを重点に、そして三つ目としまして施設

等の老朽化対策としまして、大規模修繕工事等を実施し施設サービスに努めて参りました。それでは、４

３ページをお願いいたしますが、下段の入退所の状況でございますが、年間におきまして入所４、退所４

の状況でございました。次に４４ページをお願いいたします。食事につきましては、食堂で４７人、歩行

は自立が２６人、排泄はトイレ３８人、入浴は一般浴槽３１人の状況でございました。次に４５ページの

市町村別の利用状況をご覧いただきたいと思いますが、トータルで延べ利用者数１８,２２５人、利用率

９９.５９％、昨年度の９８.７１％より０.８８ポイント増えております。次に４６ページでございます

が、そこの記載のとおりではございますが、大きなものとしては大規模改修、２件ほどございました。防

露屋根の葺き替え工事６８２万５千円、ボイラーの更新工事６４５万７千円、以下それぞれご覧いただけ

ますが記載のとおりでございます。次に４７ページをお願いいたします。財政調整基金の積立は、４８１

万円余を積み立てました。５月末の現在高は、３,９２０万円となっています。最後に、入所者そして地

域に信頼されるより良い施設運営を目指して職員一丸となって引き続き努力をして参りたいと考えてお

ります。以上であります。 
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（いで湯の里施設長 挙手） 

議長(小林洋之君) いで湯の里施設長。 

いで湯の里施設長（大井良元君） いで湯の里の大井でございます。引き続いて議案第１６号 平成１５年

度特別養護老人ホームいで湯の里事業特別会計を申しあげます。いで湯の里では、施設の運営方針として、

入所者の尊厳を尊重してひとり一人に行き届いた処遇を目指し、職員全員が一丸となって取り組んでまい

りました。それでは４９ページをお願いします。中段の入退所の状況ですが、年間２１名が入退所してお

ります。次に５０ページをお願いいたします。入所者の内訳でございますが、入所者７０名の平均年齢は

８５.１歳であり、市町村別入所者では、中野市が２５名で約３５％、次いで山ノ内町が１８名で２６％

となっております。下段の入所者の状況でございますが、食事については７０名のうち５０名が食堂で食

事をとり、３２名が自力で食事をしております。また歩行では、車イスの使用が３９名となっております。

次いで、排泄につきましては、７０人中４８人が常時紙オムツの状態であり、入浴につきましては５８人、

率で８２.８％が特殊浴槽の利用となっております。次に５１ページから５４ページの各表注釈をご覧い

ただきたいと思います。本入所定員７０名の利用率は９７.０３％と昨年度の９６.７４％より０.２９ポ

イント増えてございます。５２ページの本入所者の年度末平均介護度につきましては４.２７であり、昨

年度末の４.２０から０.０７ポイント上昇しており、更に重度化しております。次に５３ページの短期利

用者定員１０名の利用率は、９４.２３％と昨年度の９３.７８％から０.４５ポイント伸びております。

これら本入所と短期の利用、総合利用率を見ましても９６.６８％と昨年度の９６.３７％より０.３１ポ

イント増えてございます。これらによりまして、平成１５年度介護報酬の引下げの影響を圧縮できた結果

となっております。次に５５ページをお願いします。中段以降ですが、施設建設の際の起債償還金に２,

９９４万余円を一般会計に繰出しております。また施設の維持等のため、小破修繕料として１７５万余円

を支出し、利用者の生活関連備品の整備として電動ベッド５台を１１２万余円及び食器洗浄機1台を３２

５万余円でそれぞれ更新しております。次に５６ページをお願いいたします。財政調整基金は、本年度２,

９８５万円を積み立て、５月末現在高は１億６,６３０万円となっております。これら限られた財源の中

で、効果的な施設運営を図り、サービスの質の維持向上に努めて参りました。以上であります。 

（菜の花苑施設長 挙手） 

議長(小林洋之君)  菜の花苑施設長。 

菜の花苑施設長（丸山 善雄君） 菜の花苑の丸山でございます。引き続いて議案第１７号 平成１５年度

特別養護老人ホーム菜の花苑事業特別会計を申しあげます。菜の花苑としましては、利用者ひとり一人の

個性と尊厳が守られ、楽しく快適に過ごしていただけるような施設運営に努めることを運営方針とし進め

てきたところであります。平成１５年度は地域住民との連携でボランティアを積極的に受け入れ、嘱託介

護員の増員等によりまして、処遇の充実を図り入所者への施設サービスを実施しました。それでは５７ペ

ージをお願いいたします。中段表の入退所の状況ですが、入所が１１人、退所が１２人で、うち死亡退所

が１０人で、このうち施設内で死亡が７人であります。前年度退所者は１５人で、３人の減となっており

ます。次、５８ページをお願いいたします。下段表の入所者の状況ですが、食事はできるだけ食堂でとっ

ていただく方針でいますが、食堂で食べられる方が４５人で７６％を占め、このうち自力で食べられる方
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が２５人であります。歩行では、移動不能者が２９人で４９％を占めています。排泄では、常時オムツが

３２人で５４％を占めています。入浴では、特殊浴槽使用が４５人で７５％を占めています。次に５９ペ

ージから６１ページ各表の注釈をご覧いただきたいと思います。５９ページですが、本入所定員６０名の

利用率は９７.７７％と昨年度の９５.０６％と２.７１ポイント増えてございます。次に６０ページです

が、本入所の年度末平均介護度につきましては、４.０２で昨年度末の３.９３から０.０９ポイント上昇

しており、わずかですが重度化が進んでおります。次に６１ページ短期利用者定員１０名の利用率は、１

０８.８５％と昨年度の１１４.１４％より減となりましたが、これは本入所利用率の上昇によりまして空

きベッド利用が減ったためであります。本入所と短期利用の総合利用率で見ましても、９９.３５％と昨

年度の９７.７９％を１.５６ポイント増えてございます。利用率の向上は、空きベッドの活用に努めたも

のでありまして、これによりまして１５年度介護保険料の引下げの影響をかなり圧縮できた結果となって

おります。次に、６４ページをお願いいたします。修繕料につきましては機械設備や生活関連備品等の小

破修繕が主なものでございました。備品購入費では、事務用パソコン２台、介護用車イス２台、調理用フ

ードプロセッサー１台、入所者用呼吸治療機器１台の購入などであります。次に６５ページお願いいたし

ます。財政調整基金積み立ては、今年度３,７４０万１千円を積み立て、５月末現在高は１億７５０万円

となっております。私ども施設としましては、これからも職員一丸となって、地域の皆さんに信頼される

より良い施設になるよう努めてまいりたいと思います。以上であります。 

（ふるさと苑施設長 挙手） 

議長(小林洋之君)  ふるさと苑施設長。 

ふるさと苑施設長（青木隆雄君） ふるさと苑の青木です。引き続いて議案第１８号 平成１５年度特別養

護老人ホームふるさと苑事業特別会計歳入歳出決算について補足説明を申しあげます。ふるさと苑といた

しましては、基本的人権の尊重を施設理念といたしまして、利用者の残存機能の活用や自立支援を目指し

て、地域の皆様方に支えられながら快適にお過ごしいただけますように、施設サービスを実施してまいり

ました。それでは６７ページをお願いします。中段の入退所の状況でございますが、入所者が９名、退所

者が１０名でありまして、昨年度対比で６２％と少なく経過したことが特徴的でございます。続きまして

６８ページをお願いいたします。下段表の入所者の状況でございますが、食事につきましては、５７名８

２％の方が食堂をご利用いただき、４１名５９％の方が自力で食事をなされております。歩行では、介護

員の手を借りて移動される方が３６名５２％と半数以上おられます。排泄につきましては、常時オムツの

方が３６名で５２％と半数以上の方でございまして、特にポータブルトイレ等におきましては２０名で３

０％でございます。入浴は、一部介助を受けながら一般浴を楽しまれる方が２３名、３分の１でございま

して、特殊浴槽を利用される方が４４名、３分の２の方がございます。次に、６９ページから７１ページ

各表の注釈をご覧いただきたいと思います。６９ページの市町村別利用状況の注釈欄でございますが、本

入所者定員７０名の利用率は９８.３７％と昨年度の９５.９６％よりと２.４１ポイント増えてございま

す。続きまして７０ページの介護度別利用状況の注釈欄についてご覧いただきたいと思います。本入所者

の平均介護度につきましては、３.８３と前年度末の３.３７から０.４６ポイント上昇しておりまして、

より利用者の重度化が進んでおる、このように解釈されます。７１ページの短期入所利用状況の注釈欄で
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すが、短期利用者定員５名の利用率は、１０７.５４％と昨年度とほとんど変わりがありませんでした。

本入所と短期利用の総合利用率で見ましても、９８.９８％で昨年度の９６.７３％より２.２５ポイント

と大きく伸びてございます。これにつきましては、本入所の方の入退所の移動が少なく、効率的な運営が

できたものと推察しております。この結果１５年度介護報酬の４.３％の引下げの影響をかなり圧縮する

ことができたと思っております。次に、７３ページをお願いします。中段以降を見ていただき、起債償還

金につきまして、施設建設時の起債償還に１,１６２万円余を一般会計に繰出しをいたしました。また建

物等小破修繕料に４１万円余、備品購入では、ノート型パソコン２台、介助式滑り防止車イス３台を、購

入をいたしまして整備を図りました。次に７４ページをお願いします。財政調整基金の積み立ては、今年

度５,００４万円余を積み立てをいたしました。５月末現在高は１億１,０９０万円となっております。ふ

るさと苑事業特別会計は、以上であります。 

（事務局次長 挙手） 

議長(小林洋之君) 事務局次長。 

事務局次長（松木隆一君） 続きまして議案第１９号 ふるさと市町村圏基金事業特別会計について補足説

明をいたします。７５ページをご覧いただきたいと思います。上段の広域圏振興整備事業でございますけ

れども、観光の里づくり事業として４２万円、スポーツの里づくり事業として２００万円、それから文化

の里づくり事業として２００万円、さらに広報紙の１回の発行という事でございます。下段の財産管理事

業でございますけれども、これにつきましては望岳荘の建設の際起債をおこしまして、元金償還分として

積み立てたものでございます。 

  続きまして議案第２０号 公平委員会特別会計の補足説明をいたします。７７ページをご覧いただきた

いと思いますが、右側に掲げてございます定例会４回、臨時会１回分でございます。以上で、議案第２０

号の補足説明を終わらさせていただきます。 

議長(小林洋之君) 以上で事務局次長、施設長の補足説明を終わります。 

                                                 

議長（小林洋之君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日は、これをもって散会としたいと思います。ご苦労様でございました。 

                                                 

  （散 会）              （午前１１時３３分） 
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平成１６年１０月２５日（月） 午前１０時開議 

                                                 

○ 議事日程（第２号） 

１ 議案質疑 

２ 一般質問 

３ 討論、採決 

４ 議 第１号 長野県高齢者プランに基づく特別養護老人ホーム新設の事業採択を求める意見書に 

       ついて 

５ 議案質疑 

６ 討論、採決 

７ 閉 会 

                                                 

○ 本日の会議に付した事件 ……… 議事日程に同じ 

                                                 

○ 出席議員 次のとおり（２１名） 

    １番 勝 山 泰 明 議員       14番 大 塚 一 夫 議員 

    ２番 荻 原   勉 議員       15番 小 林 克 彦 議員 

３番 高 相 美智子 議員       16番 大 塚 武 志 議員 

    ５番 田 中 昭 男 議員       17番 青 木 豊 一 議員 

    ７番 小 島 友 一 議員       18番 吉 岡   勝 議員 

    ８番 赤 津 安 正 議員       19番 桜 沢 恒 友 議員 

    ９番 望 月 弘 幸 議員       20番 上 野 博 文 議員 

    10番 中 嶋 元 三 議員       21番 浦 野 良 平 議員 

    11番 髙 木 尚 史 議員       22番 山 崎 治 茂 議員 

    12番 山 崎 一 郎 議員       23番 湯 本   一 議員 

    13番 宮 﨑 早 人 議員        

 

                                                

○ 欠席議員 次のとおり（２名） 

４番 丸 山 惣 平 議員       ６番 小 林 洋 之 議員 

                                                 

○ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 次のとおり 

     事 務 局 長  栗 原   満     主   査  小 野 幸 司 

     事務局次長補佐  海 野 昇 正     主   査  西 田 幸 一 

    保険福祉係長  宮 﨑   均  
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○ 説明のため議場に出席した者の職氏名 次のとおり 

    広域連合長  青 木  一      幹 事  岩 本 敏 男  

    副広域連合長  木 内 正 勝      幹 事  土 屋 喜 久 夫  

    副広域連合長  中 山 茂 樹      幹 事  大 口 昭 男  

    副広域連合長  (代 )湯本秀司      幹 事  藤 田 忠 良  

    副広域連合長  高 橋 善 造      幹 事  桑 原 富 平  

    副広域連合長  清 野 眞 木 生      事務局次長  松 木 隆 一  

    副広域連合長  高 橋 彦 芳      望岳荘施設長  湯 本 和 男  

    助   役  小 林 貫 男      高社寮施設長  池 田  剛  

    収 入 役  西 川 詔 男            千曲荘施設長  金 井  晃 

    監査委員  金 井 義 信            いで湯の里施設長  大 井 良 元 

    幹 事  西 沢 弘 行            菜の花苑施設長  丸 山 善 雄 

幹 事  清 水  侃            ふるさと苑施設長  青 木 隆 雄 

  

                                                                                        

  （開 議）          （午前１０時００分） 

 （開会に先立ち、事務局長栗原満君が本日の出席議員数及び説明のために出席した者の職名を報告する。） 

副議長(中嶋元三君) 本日議長が欠席しておりますので、議長に代わって副議長が議長の職務を行います。

ただいま報告のとおり、出席議員が定足数に達しておりますから、本議会は成立いたしました。 

  これより、本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配布してあります議事日程第２号のとおりでありますから、ご了承願いま

す。 

                                                                                        

１ 議案質疑 

副議長(中嶋元三君)  日程１、議案質疑を行います。なお、発言に際しては、議案に係る質疑についての

み、願います。 

  議案第１号 平成１６年度一般会計補正予算(第１号)から、議案第９号 平成１６年度特別養護老人ホ

ームふるさと苑事業特別会計補正予算(第１号)までの、以上９議案について願います。 

    （「議長」と呼ぶ声あり。） 

副議長(中嶋元三君) １４番、大塚一夫議員。 

１４番（大塚一夫君） １４番、大塚一夫でございます。今議長のほうから質疑の内容についてありました

が、若干はずれるかも知れませんがよろしくお願いしたいと思います。一つは、４月就任したばかりの望

岳荘、それからいで湯の里寮長お二人、女性の寮長がお辞めになったようであります。その退職の理由の

ことにつきましてお願いしたいと思います。それから、 
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副議長(中嶋元三君) 大塚議員に申しあげます。先ほど申しあげましたように、議案質疑についてのみお願

いいたします。 

１４番（大塚一夫君） はい、わかりました。それでは、次に高社寮の特養の方の関係の、補正予算の関係、

それから千曲荘の関係で、民生費の関係で、大変タイムリーな施策がのっているわけで、大変賛成するわ

けでございますが、この除細動器の関係でございます。特養と養護とそれぞれ負担をされておりますが、

その割合を、そして他の４施設には既に設置されているのかどうかをお伺いをいたします。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。 

事務局次長（松木隆一君） ただ今の除細動器の関係について質疑がございました。お答え申しあげます。

今回、補正でお願いしてございます除細動器の購入につきましては、高社寮、それから千曲荘の２施設だ

けでございます。実は、今回の除細動器の購入につきましては、それぞれ施設に嘱託医の先生がいらっし

ゃるわけですけれども、お願いをしてあるわけでございますが、その先生と相談をさせていただいて今回

は２施設だけということになりました。それから養護と特養の按分の具合はどうなのかということでござ

いますけれども、実は購入費を養護のほうの定員と特養のほうの定員で割りまして、それぞれ養護の按分、

特養の按分という事で出させていただいております。ちなみに高社寮につきましては、特養７０プラスシ

ョートが６、養護５０という事で、１２６分のそれぞれの特養、養護の比率、それから千曲荘におきまし

ては、特養が６０プラスショートが６、養護５０という事で１１６分のそれぞれの特養、養護の比率とい

うことで予算計上をさせていただいてございます。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) 他に。 

    （ 「議長」と呼ぶ声あり。）  

副議長(中嶋元三君) １７番、青木豊一議員。 

１７番（青木豊一君） 最初に一般会計の中で、８ページの企画費ですが、圏域の案内サイン事業について

でありますけれども、この事業が当初予算では１１５万５千円ほどで工事費として計上されていたわけで

ありますけれども、本予算ではほぼ同額の１０５万円が整備設計デザイン作成委託料という形で、かなり

多額な設計委託料に変更されているわけであります。どのような内容変更と、どのようなものになるのか

どうか詳細にお伺いしたいというふうに思います。それから議案第２号の望岳荘についてでありますけれ

ども、歳出の中で一般職員が異動されたという報告だったと思うんですが、それに伴なって嘱託職員報酬

も新たに計上されているわけですけれども、この内容についてお伺いしたいというふうに思います。それ

から７号についても、金額は若干違いますけれども同様な内容がありますので、その２点についてお答え

いただきたいというふうに思います。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。 

事務局次長（松木隆一君） 議案第１号の一般会計の補正予算の質疑でございますけれども、ただ今案内サ

インの補正内容の質疑でございました。実は案内サインにつきましては、当初工事請負費で６３０万円を

計上しておったわけですけれども、県のほうの新しい事業に、実はあの１８日の提案理由の説明の中でも

申しあげましたけれども、他の県の事業に乗りかえて実は今回補正を組ませていただきました。内容でご

ざいますけれども、報酬として１０万５千円、これは野沢の久保田さんにアドバイザーという事でお願い
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をしたわけですけれども、そちらへ１０万５千円その報酬という事でございます。それから委託料として

１０５万円の計上でございますけれども、これにつきましては、木曽広域のほうへ視察に行きまして、統

一案内サインを、もう事業実施をやったわけですけれども、一応ああいうものをイメージして、この北信

地域ではどういうデザインがいいのか、またどういうマニュアルを持って今後取り組んでいけばいいかと

いうようなことでデザイン、それからマニュアルの一応基本的な部分の作成という事で１０５万円の計上

をさせていただきました。ですから今度は工事請負費の方になりますけれども、ここにありますとおり１

１５万５千円の減額でございます。そちらに振り向けた分の減額で、一応３基工事請負費として補正を組

ませていただきました。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) 望岳荘施設長。 

望岳荘施設長（湯本和男君） お尋ねの一般職と嘱託職員の補正の具合でありますが、一般職の減額予算に

つきましては通常の職員の人事異動によるものでございます。それから嘱託等増えてございますのは、産

休代替の嘱託職員、育児休業代替職員、療養休暇代替職員の分が、３名分が増になっております。それか

ら今年度新たにユニットケア、後で出てくると思いますが、グループケアの実施に伴う対応として、給食

調理員から１名介護職員へ増員をかけてございます。この分給食の方は臨時職員で代替を手当してござい

ます。それからその他に１名、都合介護員につきましては２名の実質増員をかけさせていただいたその結

果でございます。 

副議長(中嶋元三君) いで湯の里施設長。 

いで湯の里施設長（大井良元君） いで湯の里の関係でございますけれども、給料、職員手当、共済費等に

つきましては、職員の人事異動に伴うものでございます。嘱託職員の報酬の増額につきましては、産休代

替職員３名分の増が主でございます。以上です。 

副議長(中嶋元三君) 他に。 

    （ 「議長」と呼ぶ声あり。） 

副議長(中嶋元三君) １７番、青木豊一議員。 

１７番（青木豊一君） 継続でお願いしたいのですが、企画費ですけれども、そういたしますとこの範囲の

中で工事を含めて完成できると、なおかつ県の補助も入るとこういうことで理解してよろしいかどうかと

いうことをお伺いいたします。それから議案第７号の件についてですけれども、単なる通常の異動という

ことと判断できる訳ですか。他に理由がないか確認だけしておきたいと思います。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。 

事務局次長（松木隆一君） 当初予算の中で、予算を組み替えさせていただきました。報酬、それから委託

料のほうへ組み替えさせていただきましたので、ただ今議員さんがお聞きになりましたように理解してい

ただいて結構でございます。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) いで湯の里施設長。 

いで湯の里施設長（大井良元君） 嘱託職員につきましては、先ほども申しましたとおり、産休職員が３名

生じたことによりまして、嘱託職員を採用することに伴なう増額３名分でございます。 

副議長(中嶋元三君) 他に。ありませんければ。 
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    （ 「議長」と呼ぶ声あり。） 

副議長(中嶋元三君) １７番、青木豊一議員。 

１７番（青木豊一君） 議長、人事異動のことについてお伺いしたいんで、そのことをお答えいただきたい。

報酬の問題ではなくて。 

副議長(中嶋元三君) いで湯の里施設長。 

いで湯の里施設長（大井良元君） すみません。職員につきましては、人事異動に伴なうものでございまし

て、通常の異動の内容でございます。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) 次に、議案第１０号 平成１５年度一般会計歳入歳出決算認定についてから、議案第

２０号 平成１５年度公平委員会特別会計歳入歳出決算認定についてまでの、以上１１議案について願い

ます。 

    （ 「議長」と呼ぶ声あり。）  

副議長(中嶋元三君) ２１番、浦野良平議員。 

２１番（浦野良平君） ２１番、浦野良平です。新潟地震で災害を受けられた皆さんに心からお見舞いを申

し上げたいと思います。それでは、議案第１０号 平成１５年度北信広域連合一般会計歳入歳出決算認定

についてですが、主要施策概要説明書で４ページ、それから決算では１７ページに記載されております広

域的幹線道路網の整備でございますが、国道で３路線、県道主要地方道で５路線、一般道路で９路線、そ

の他６路線を主として調査研究をされてきておりまして、平成１５年度では１１回の調査をされておりま

すが、それの経緯の具体的な取り組みと事業費、見通し、そして今後の具体的な取り組み、国・県へはど

のように特に要望されていくのか、そういった具体的な点がありましたらお聞かせ願いたいと思います。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。 

事務局次長（松木隆一君） ただ今の質疑にお答え申し上げます。一応報告書の中で、ただ今お話のありま

したとおり、それぞれ路線を整備計画路線として予定をして上げたわけですけれども、実際連合では予算

等をもっておりません。それぞれの関係市町村、あるいは関係団体等にお願いをして、それぞれ対応をし

ていただくという内容でございます。大変恐縮でございますけれども、連合では直接事業費を持ち合わせ

てございませんので、そんなことでご理解をいただきたいと思います。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) ２１番、浦野良平議員。 

２１番（浦野良平君） 継続でお願いします。今の、事業費をお持ちにならないという事でございますけれ

ども、広域的幹線道路網の整備調査研究書が平成１５年３月報告されております。その時には、それぞれ

の路線名において、全部が出ておりませんけれども、ある路線においては、拡幅は４メートルにするとか、  

５メートルにする等、いうようなことが出されておりまして、事業費を持っていないということではなく

して、総体的にどの程度の事業費がかかるのか、各路線名とは言いませんけれども、総体的にどうなんだ

とか、そしてこの路線についてはどのような取り組みをしていくのか、また広域的にどのような取り組み

をしていくのかということをお聞きしておるんですから、そのような点についてご説明をしていただきた

いというふうに思います。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。 
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事務局次長（松木隆一君） 総体的な事業費がどのくらいかかるのか、それからその辺の数字をというご質

疑でございますけれども、一応報告書の中では、事業費等の計数的な部分は、実はございません。それぞ

れお話がありましたとおり、路線を決めて、この路線を優先的に改修していこうじゃないかという部分だ

けの報告書でございます。なお、志賀中野有料道路の無料化につきましては、今年度に入りまして、県の

土木部長のほうへ提言活動を実施してございましたので、ご理解をいただきたいと思います。以上でござ

います。 

副議長(中嶋元三君) ２１番、浦野良平議員。 

２１番（浦野良平君） 非常によくわからない答弁だというふうに思います。というのは、やっぱり広域的

にやっておるんですから、広域的に、総体的にどうなんだと、そして路線によっては各市町村で協力しな

くてはならない部分もあるんですから、１１回も開催してそのうえに、今日まで、１４年度で十何回、そ

して１５年度で１１回からの会議が開催されておりますんですから、そこら辺はきちっと把握をしていた

だいて、県、国等の例えば概況がどうなるんかというようなことまで報告していただけるような会議にし

ていただきたいということを要望申しあげて終わりにいたします。 

副議長(中嶋元三君) 他に。 

    （ 「挙手」する者あり。） 

副議長(中嶋元三君) ３番、高相美智子議員。 

３番（高相美智子君） ３番、高相美智子です。監査委員の審査結果の方にも書かれていることなんですけ

れども、介護報酬の単価が引き下げられたという形の中で、おおよそで結構なんですが、各施設ごとにだ

いたいどの位の、引き下げられる前と引き下げられた後の金額がわかりましたら、教えていただければと

思います。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。  

事務局次長（松木隆一君） 誠に申し訳ございません。具体的な数字を持ち合わせていないんですけれども、

実は平成１５年度の４月から介護報酬が４％強引下げになったわけですけれども、私の記憶ですと、１施

設あたり１,２００万円から１,５００万円位の、報酬改定に伴う減収になっていたと記憶してございます。

以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) 他に。 

    （ 「挙手」する者あり。） 

副議長(中嶋元三君) １４番、大塚一夫議員。 

１４番（大塚一夫君） １４番、大塚一夫でございます。ただ今お話にありましたように、介護報酬引き下

げの中、各施設でそれぞれご努力をされまして、財調基金の積み増し、そしてまた繰越金の増額、そうい

うような内容となったことについて敬意を表する次第でございますが、議案第１６号のいで湯の里の関係

につきまして、需用費の不用額が８４２万円というような多額な不用額が出ているわけでございますが、

この内容についてお願いをしたいと思います。 

副議長(中嶋元三君) いで湯の里施設長。  

いで湯の里施設長（大井良元君） はい。失礼をしました。今ほども答えたんですけれども、需用費の中な
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んですけれども、主には食材費等、あと一般の消耗品等ですね、そちらの中で節減を図った結果として不

用額が多くなってしまったということであります。以上です。 

副議長(中嶋元三君) 他に。 

    （ 「挙手」する者あり。） 

副議長(中嶋元三君) １７番、青木豊一議員。  

１７番（青木豊一君）  ２点ほどお伺いしたいと思うんですけれども、１点はですね、まあ人権のことも

含めて掲載をはずされたかと思うんですけれども、議案の１１号から１８号までのその中で、養護を外し

ていただいて結構ですけれども、特養に関係することで、痴呆性の障害をお持ちの方の入居者がかなりの

比率になっているかと思うわけですけれども、施設ごとに実態をお伺いしたいというふうに思います。そ

れから、もう１点は、ショートステイの利用状況ですけれども、いわゆる１５年度の、１４年度につきま

しては一般質問等で出されているわけですが、１５年度の利用状況についてお伺いをしたいというふうに

思います。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。  

事務局次長（松木隆一君） ただ今の痴呆性老人の入所の実情はどうかということと、ショートの利用状況

ということで、２点質疑がございましたので、私のほうからお答えを申しあげます。まず、一点目の痴呆

性老人の入所状況、８月３１日現在でございますけれども、望岳荘につきましては、９０名のところ７７

名でございます。高社寮につきましては、７０名の定員のところ１６名でございます。それから千曲荘に

つきましては、定員６０名のところ１８名、いで湯の里につきましては、定員７０名のところ６０名、そ

れから菜の花苑につきましては、定員６０名のところ４４名、ふるさと苑につきましては、定員７０名の

ところ５３名、以上痴呆性老人の入所状況でございます。それからショートの利用状況ということでござ

いますが、１５年度１年間の実績でございますが、望岳荘につきましては１１１.８４％、高社寮につき

ましては９７.２２％、千曲荘につきましては１０６.９２％、いで湯の里につきましては９４.２３％、

菜の花苑につきましては１０８.８５％、ふるさと苑につきましては１０７.５４％という実績でございま

す。６施設トータルしますと１０３.８３％、６施設全体でのショートの利用率が１０３.８３％という実

績でございます。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) １７番、青木豊一議員。  

１７番（青木豊一君） 質問がちょっと簡潔すぎて申し訳ありません。お伺いしたいのは、ショートステイ

をご利用になられまして、入退院をされるわけでありますけれども、入退院の実件数と、従来から問題に

なってますし、また私も後ほどお伺いするわけですけれども、送迎あるいは社協の貸し出し、社協事業と

してやっているもの、あるいはタクシー、自家用車等々の利用実態について各施設ごとにお伺いをしたい

というふうに思います。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。  

事務局次長（松木隆一君） 私のほうから一括お答え申しあげます。一点目のそれぞれ施設の入退院の実件

数はというご質疑でございますけれども、大変すみませんがこれにつきましては、数字持ち合わせてござ

いませんので、また後ほど調べてご報告をさせていただきたいと思いますが、よろしくお願いいたします。
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それからもう一点は、ショートの送迎の実態はどうかという事でございますが、私のほうで一括申しあげ

ます。まず望岳荘の関係でございますが、社協の車の貸し出しが２６件、社協の事業としての送迎で４４

件、自家用車での送迎が３５２件、合わせて４２２件でございます。続きまして高社寮でございますが、

社協の事業として２件、一般タクシーの利用者件数が１０件、自家用車での送迎が１８８件で、合わせて

合計２００件でございます。続きまして千曲荘の関係でございます。社協の事業として２２件、自家用車

での送迎が３７６件、合計３９８件でございます。それからいで湯の里でございます。社協の事業として

の送迎が１３件、福祉タクシー利用が１件、自家用車が４４７件、それから施設での送迎が１５５件、合

わせて合計６１６件でございます。続いて菜の花苑でございます。社協の事業としての送迎が８件、自家

用車が３０４件、それから施設での送迎が４２０件、合計７３２件でございます。ふるさと苑でございま

す。社協の車の貸し出しが３件、それから自家用車での送迎が２７３件、合わせて２７６件という、１５

年度の実績でございます。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) 他に。 

    （ 「挙手」する者あり。） 

副議長(中嶋元三君) ２０番、上野博文議員。  

２０番（上野博文君） ２０番、上野でございます。１点だけお願いします。決算の監査報告書の最後にも

ございますが、今後人件費の抑制策を引き続き実施されたいということで書かれております。このことに

関しまして、現在の施設長、派遣されている職員については、それぞれ承知しておりますが、今後プロパ

ー職員について、現在施設長以外等でありますが、中野市に準じてということできております。しかしな

がら既にこういうそれぞれ厳しい財政状況の中で、実際に較差が出てきております。まあ、現時点ではわ

ずかな部分でありますが、しかしながらですね、既に７つの市町村の中で自立を決められたところもあっ

た中で、将来の予想の中に数字的にも職員の給料も１５％カットというかたちの中で出てきたり、具体的

にでてきております。しかしまあ、ここは専門のプロパーの職員ではありますが、そういう点についてで

すね大きな較差、それぞれ自治体とも大きな較差が出てきているわけで、この点について現在中野市に準

じている形の中で、この辺のことについて正副連合長会で話題になったことがあるのかどうか。もしなけ

ればですね、連合長、このことについて所見だけ伺いたいと思いますが、よろしくお願いします。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。  

事務局次長（松木隆一君） それでは私のほうから、若干お答えを申しあげたいと思いますけれども、たと

えば今、上野議員さんからお話がありましたとおり、非常に人件費の抑制というのが課題にはなってきて

おります。４月１日現在の派遣職員を含めて全体で２１７名の職員、プロパー職員が２０１名でございま

すけれども、そんな実態でやはり人件費が大きな比率になっております。私のほうで試算をさせていただ

いたんですけれど、７５％から８５％というのが人件費の中身でございます。施設によって若干違います

が、そんな状況でございます。それで今正副連合長会議の中で、将来を見通したその辺の抑制策の話をし

た経過があるのかということでございますけれども、一応若干触れさせていただいて、それぞれやはり人

件費の抑制という部分もどういうふうにしていったら良いかというような事で一応、共通の認識としてお

持ちいただいてございます。そんなことで一応お答えを申しあげたわけですけれども、ご理解をいただき
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たいと思います。以上です。 

副議長(中嶋元三君) 広域連合長。  

広域連合長（青木 一君） 上野議員に対して、連合長としてお答えを申しあげます。こんな状況下であり

ますから、経費の削減ということを考えますと、やむを得ずそのような状況になっていくことも事実であ

ります。中野市に準じてということでありますが、実際は、昇給昇挌等につきましても中野市より現実は

下回っているという事実もございます。そんな事を考えますと大きな課題としては十分認識をしているつ

もりでございます。今後とも、正副連合長会で十二分に検討してまいりたいと、そのように思っておりま

す。 

副議長(中嶋元三君) 他に。 

  （ 間 ）     

副議長(中嶋元三君) ありませんければ、先ほどの青木議員の答弁の保留の件について、願います。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。  

事務局次長（松木隆一君） 答弁漏れがございまして、大変失礼いたしました。それぞれ施設でのショート

の実人数はどうなのかというお答えでございますが、私のほうから６施設の実人数を申しあげます。まず、

望岳荘でございますけれども、望岳荘につきましては２３０人でございます。それから、高社寮につきま

しては１６６人、千曲荘につきましては１８２人、いで湯の里につきましては３３８人、菜の花苑につき

ましては３３５人、ふるさと苑につきましては１４０人でございます。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) 他に。 

    ( 発言する者なし ) 

副議長(中嶋元三君) ありませんので、以上で議案質疑を終結いたします。 

                                                                                        

 

 

２ 一般質問 

平成１６年第３回北信広域連合議会定例会一般質問発言順位表 

 

 

発言 質 問 者 

順位 
件      名 

議席 氏  名 
答 弁 者 

１  特別養護老人ホームについて ８ 赤津安正議員 広域連合長 

２  特別養護老人ホームについて １４ 大塚一夫議員 広域連合長 

  



 ３１ 

 特別養護老人ホームについて 

 
特別養護老人ホーム(栄村)新設経過と 

今後の対応について 
３ 

 ショートスティ入居者の送迎について 

１７ 青木豊一議員 広域連合長 

 
特別養護老人ホーム、養護老人ホームの運営に

ついて 

 環境衛生の対応について ４ 

 広域連合の担う役割について 

１１ 髙木尚史議員 広域連合長 

 

 

副議長(中嶋元三君) 日程２、これより一般質問を行います。本定例会における一般質問の発言順位につき

ましては、お手元に配布いたしてあります発言順位表のとおりでありますから、ご了承願います。 

  はじめに、順位１番、特別養護老人ホームについて、８番赤津安正議員。 

８番（赤津安正君） 発言が許されましたので、通告書に基づいて質問をお願いします。その前に、先ほど

２１番浦野議員から被災地の皆さんにということでお見舞いの言葉を頂戴したわけですが、今回の新潟中

越地震におきまして、栄村は新潟県に近いということで大変な被害があったわけですが、各方面からそれ

ぞれお見舞いの品等を頂戴いたしましたことに対して厚く御礼申しあげます。ありがとうございました。

それでは質問に入ります。特別養護老人ホーム建設についてということですが、特別養護老人ホーム建設

については、皆さん方ご承知のように定例会のたびに一般質問あるいは議案として提出されておりますこ

とは、この施設に対しての圏域の住民がどれほど望んでいるかという表れでもあり、それぞれ各議員の皆

様方の関心も高いところだと私はそんなふうに思っております。発言要旨では、現状と見通しそしてこれ

からどのような運動を展開していくのかということで質問を、要旨を申しあげておりますけれども、そも

そも栄村に特養施設の建設についてという事で、平成１３年の第１５回北信町村議会議員大会の決議を持

って広域連合長に要望書の提出からはじまり、同時に北信町村議長会名で県議会へも陳情書を提出いたし

ました。結果、２月県議会定例会で陳情第４９３号として採択されております。その採択された内容の要

望書で、平成１４年１１月に町村議会議長名で広域連合長にも提出をしておるところでございます。また

平成１５年、昨年１月にも同様な内容が連合長に提出されておりますが、平成１５年の４月に県の第２期

介護保険支援計画、これは平成１５年から１９年の５年間ですが、北信広域連合管内における特別養護老

人ホーム施設整備水準が４９０床と設定され、新たに７０床の整備が必要とされております。これを受け

て、平成１５年５月の正副連合長会議において、建設位置は栄村、そして設置運営については社会福祉法
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人がやるんだと、事業主体の選定にいたっては公募し、プロポーザル方式によるということで、正副連合

長会で決定しております。この結果、栄村では早速用地の確保に取り組み、ご承知のように平滝地籍に用

地の確保をいたし、その用地整備及び取り付け道路も事業実施しております。ちなみにこの事業に関して

は、約５,５００万円程を費やしておりますけれども、この財政事情の厳しい中、栄村ではなんとしても

誘致をしたいという事で万全を期しておりますことを、連合長特にご承知願いたいところであります。広

域連合として各市町村に特養施設の設置の目的の中に、地域の活性化あるいは人口の増これらの促進等が

あったことを改めて再認識していただきたいと望んでおります。本年１０月１日現在の入所希望者は、管

内で２９５名おり、うち栄村でも２０名の方々が希望しておる状況と聞いております。７０床の確保がで

きたとしても栄村の全ての希望者が入所できるとは思っておりませんが、現在栄村の方々で、広域での空

きを待てずに圏外の施設等へ約１０名の方々が入所している状況でございます。管内の待機者数は、県下

の待機者数から見ると数字的には低いほうかもしれませんが、ご承知のように特別豪雪地帯であり健康な

方でも冬期間約４ヶ月間は、車の自由も奪われるというような特殊事情の地域であることをアピールしな

がら７０床の施設の確保に取り組んで欲しいと思っております。特に連合長は、歯科医と聞いております。

医師は、患者の病を治療し精神的な悩みを癒し、安心した生活が営まれるようにしてやることだと私は思

っております。特養施設へ入所を希望をしておられる方々は、日常生活において何らかの不安を感じ、精

神的な悩みをお持ちではないかと思います。おとといの地震の際に栄村ではいたるところで公民館、ある

いは小学校の体育館等を一時避難として利用しておりますけれども、特に独り暮らしのご老人の方々は、

不安で不安で家には帰れないと、夜中に一応解散しようということになったわけですが、不安で家に帰っ

て一人では居れないというのが現状でございます。まあ医師という肩書きを持つ連合長は、この特養施設

に対しての最適任者であり、最も力の入るところだと私は思っておりますし、またそのようにご期待申し

あげており、そこで今後の連合としての活動、これからの方針に向けての、建設に向けての運動をどのよ

うにするのか伺います。 

副議長(中嶋元三君) 広域連合長。 

広域連合長（青木 一君） 先ずもって、赤津議員さんのご質問にお答えする前に、私の立場からもこのた

びの新潟県中越地震にかかわる広域管内のそれぞれの市町村の被災された方々に対し、心よりお見舞いを

申しあげるものであります。ただ今の質問の特別養護老人ホームについてであります。栄村への新設特養

につきましては、現在、社会福祉法人「博悠会」において、平成１７年度工事着手、平成１８年度開設に

向け準備を進めているところであります。この間連合といたしましても、本年７月に県議会社会衛生委員

会に対し、長野県高齢者プランの事業推進に関しての陳情を行うとともに、機会あるごとに事業採択に向

けて活動して参ったところであります。また、事業採択に向けてのヒアリングにつきましては、８月に事

前ヒアリングを受け、今月の２９日に第２次ヒアリングが予定されているところであります。８月のヒア

リングの時点では、県内の要望施設数は、新設７件、改築３件、合計１０件と聞いております。この７件

のうちに、本広域連合が予定をしている栄村への１件が含まれております。昨年行われました平成１６年

度の要望件数は５件でありますが、県の事業採択は１件でありました。また、事業採択につきましては、

現在の補助金制度から、交付金制度に平成１７年度から変更されると聞いております。県の説明によりま
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すと、グループホームなど、日常生活圏を単位とする施設整備については、国は直接市町村に交付金を交

付し、市町村の判断で予算執行ができるようにし、また、特別養護老人ホームは、広域型施設として、都

道府県に交付金を交付するよう改正が検討されているとのことであります。なお、今後さらに、県の説明

会が予定されている段階でありますので、現時点では詳細は不明であります。このような制度改正に加え、

当管内では施設入所希望が強く、緊急避難的に他施設に入所されている高齢者も多いことから、施設整備

は急務でありますので、できる限り早い時期に広域連合として、平成１７年度に事業採択されるよう、知

事に提言書を提出したいと考えておるところでございます。以上であります。 

副議長(中嶋元三君) ８番、赤津安正議員。 

８番（赤津安正君） ８番、赤津です。ただ今連合長の答弁の中に1０月２９日に第２次ヒアリングがある

という答弁がありましたけれども、いずれにいたしましても平成１５年度の正副広域連合長会議の決定、

そしてまた昨年の２月に行われました全協での連合長からの報告、ただ今ありましたけれども、県との事

前協議あるいは県との協議、そしてまた平成１７年には着工、１８年６月には開所という報告がありまし

たけれども、いずれにしてもこの広域連合で栄村へと、たとえ民設民営であっても栄村へということを決

定したからには、これは連合としてもそれだけの責任があるのではないかと、私はそんなふうに思ってお

ります。そして１０月２９日の第２次ヒアリングの際に、まあ今回は民設民営という事で事業主体が博悠

会ということでありますけれども、連合長そしてまた関係の髙橋副連合長が同席できないような、日が違

って、先ほども陳情するというような話でございましたけれども、もうすでに２９日ということになると、

時間的な余裕もないので、県への具体的な働きかけをどうするのかもう一度お尋ねいたします。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。  

事務局次長（松木隆一君） それでは、今まで取り組んできた部分、それからまた今後予定されている部分

も若干お話させていただいて、答弁にかえさせていただきたいと思いますけれども。実は連合長それから

またそれぞれの副連合長さんの立場で、県のほうへ機会あるごとに、先ほど申しましたけれども、機会あ

る毎に是非採択をしていただきたいという事で、提言活動をしていただいてございます。合わせてこの２

９日、今お話がありましたけれども、２９日に連合として県のほうに提言活動をしていく予定でございま

すのでご理解をいただきたいと思います。なお先ほどから質問がございますとおり、事業採択をしていた

だくまでは粘り強い提言活動等々を続けていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。以上で

ございます。 

副議長(中嶋元三君) 広域連合長。 

広域連合長（青木 一君） 連合として責任がある、要望・対応という言葉が、責任のあるというお言葉を

赤津議員さんお使いでいらっしゃいます。その責任のあるということはどういうことかと、私なりに、判

断は、やっぱりあらゆる機会を通じて執拗なまでも、執拗に事業採択・決定をいただくまでは行うという

ことが大事だろうかと思いますので、今次長が申しあげましたとおり、この２９日には要望書等、提言書

を出す予定でありますが、それにとどまらず、あらゆる手立てを通じて働きかけていきたいというふうに

思っております。 

副議長(中嶋元三君) ８番、赤津安正議員。 
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８番（赤津安正君） はい、赤津です。それから最後に一点だけお尋ねしますが、昨年プロポーザルで社会

福祉法人博悠会ということで決定しておりますけれども、最悪の場合この１７年度に向けて採択がなかっ

たという場合に、この広域連合として社会福祉法人博悠会に決定した事項が、果たしていつまで有効なの

かどうか、採択されなかった場合、３年間で、例えば、例えばですよ、白紙に戻して再検討するとか、そ

ういう年限的、期限的なものはあるのかないのか、また検討をされたかどうか、その辺をお尋ねして質問

を終わります。 

副議長(中嶋元三君) 広域連合長。 

広域連合長（青木 一君） 博悠会と連携プレーのもと、栄村への特養施設建設に向けて今現在進めている

わけでありますから、２９日の最悪の場合ということは考えたくはありませんけれども、それでも最悪の

場合をあえて考えるならば、今後とも博悠会とともども同じような条件のもと、連携プレーを持って事業

採択に向け、更なる採択に向けて進んでいくという覚悟で、博悠会ともお話し合いを続けて行きたいと、

そのように思っております。 

副議長(中嶋元三君) 以上をもちまして、赤津安正議員の質問を終結いたします。 

次に進みます。 

                                                 

副議長(中嶋元三君)  ここで１０分間休憩いたします。 

  （休 憩）              （午前 １１時００分） 

                                                 

 

  （再 開）              （午前 １１時１０分） 

副議長(中嶋元三君)  休憩前に引き続いて会議を再開いたします。 

  一般質問を続けます。順位２番、特別養護老人ホームについて、１４番大塚一夫議員。 

１４番(大塚一夫君)  １４番、大塚一夫でございます。通告に従いまして特別養護老人ホームについて五

点ほどお伺いをしたいと思います。最初に、待機者の状況についてお尋ねいたします。介護を社会で支え

合うことを目標に２０００年４月にスタートした介護保険制度ですが、現在在宅での介護は非常に厳しい

現実があり、さらに施設介護の割安感から施設志向が増大し、施設への入所を希望する待機者が全国にあ

ふれているとのことであります。当圏域内各施設の待機者数、また市町村別の待機者数等わかりましたら

お願いいたします。さらに本年度、現在までの入所、退所者数について施設ごと、また市町村別にお示し

をいただきたいと存じます。 

次に、入所者の尊厳についてお尋ねいたします。介護保険制度は自立支援を目指すものでありますが、

その根底にあるのは尊厳の保持であります。徘徊などをしないように入所者の体をベッドなどに縛り付け

る身体拘束は、この制度のスタートに伴なって原則禁止とされたところでありますが、安全確保などを理

由に、なくならないのが現実、実情のようであります。国は身体拘束廃止を全国的に進めるため、２００

０年６月に身体拘束ゼロ作戦推進会議を設置し、また都道府県においても同様の会議を設置し、身体拘束

廃止に向けた幅広い取り組みを進めているところであります。しかしながら地域や施設によって取り組み
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に差があるのが実情であり、昨年度宮城県が特別養護老人ホームなど２６０施設を対象に実施した調査で

は、身体拘束を行った施設が、４７％で前年に比べて１７ポイント減少したとのこと。また山梨県が１２

０施設を対象に行った調査では前年比２ポイント減の６８％だったとのことであります。当圏域各施設内

での身体拘束など、身体的、心理的、性的、経済的な虐待の有無、実情についてお尋ねいたします。 

次に各施設における家族や地域との交流の取り組みと、家族の面会の状況についてであります。ここに、

「あったかいご」という介護の情報誌があります。温かい介護、そしてその人に合った介護ということが

込められている本であります。この本に、読者の広場というページがあり、介護者、入所者等介護される

人、つまり介護利用者でございますが、またその家族の方など、それぞれの立場からいろいろな意見が寄

せられ、毎度興味深く読んでいるわけですが、この５月の初刊号に次のような投稿が載っておりましたの

で、ちょっとご紹介をしたいと思います。今家族がにぎわっている施設になるには、今施設でご家族のも

っと面会にきてもらうための工夫を考えています。入所してすぐの頃には、ご家族も足しげく通ってきて

くださるのですが、時間が経つにつれ少なくなり、毎年の大きなイベントの時くらいしか顔を見せてくれ

ない家族が多いのです。遠くに住んでいるご家族の場合は仕方がないのですが、近くに住んでいる家族も

いるので、そういう方にもっと施設に気軽に寄ってもらいたいと思っています。そういった工夫をしてい

る施設がありましたら、是非方法を教えてくださいというような施設の方の投稿でございました。自分の

母親も、毎年まあ寒さに弱いというようなことで冬の半年ぐらいは、近くの老健施設にお世話になってい

るわけですが、なかなか面会に行けず預けっぱなしというようなことで、大きなことは言えない訳ですが、

ただ自分の妹がその施設に勤めているというようなことでまあ救われている面もあるわけでございます。

各施設では、夏祭りとか文化祭とかいろいろ工夫を凝らし、地域や家族との交流の取り組みを進めていら

れており、敬意を表するところですけれども、その実態、また家族の面会の状況についてお尋ねいたしま

す。またどんな工夫、努力をされているのかあわせてお願いをいたします。 

次に、第三者委員による苦情処理機関の設置並びに苦情の受付件数、その内容と処置の状況についてで

あります。平成１２年社会福祉法により社会福祉事業所、経営者の福祉サービスにおける苦情解決の努力

義務が明文化され、苦情解決の方法が各事業所で検討されてきております。苦情解決システムについて、

県内では長野県社会福祉協議会が平成１５年に行った調査では、第三者委員の設置が施設ではほぼ設置済

み、９１.９％であるにもかかわらず、その委員の、委員会のところに苦情内容の報告、聴取を実際に行

ったところは２２.９％と全体の４分の１にも達していないとのことであります。当圏域内施設での状況

をお尋ねいたします。 

最後に、平成１８年６月開所予定の新設特養の新設計画の進捗状況と、その月額居住費の見込み額並び

に居住費のうち圏域内入所者への助成額はどのくらいになるのかお尋ねし質問といたします。  

副議長(中嶋元三君) 広域連合長。 

広域連合長（青木 一君） ただ今の大塚議員のご質問に対してお答えを申しあげます。先ず特別養護老人

ホームについてでありますが、最初に入所待機者の状況についてお答えいたします。９月３０日現在の待

機者は、２９５名であります。希望施設別の人数でございますが、ほとんどの方が複数の施設を希望され

ておりますので、６施設の延人数は、１,１１７名であります。 
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次に、入所者の尊厳についてのうち、身体拘束につきましては、施設内の身体拘束廃止委員会において、

十分検討し、ベッド・車イス等からの転落防止、自傷行為の防止等、やむを得ない場合に限り、家族の了

解を得たうえで、最小限の方法で行っております。 

次に、金銭管理につきましては、本人管理が原則でありますが、入所者又は家族から依頼があった場合

には、同意を得て、施設で通帳等の管理をしており、利用者または契約者には、面会に来られた際あるい

は郵送により、定期的に通帳の確認をしていただいております。 

次に、家族や地域との交流の取り組みと家族面会の状況につきましては、入所時に家族に面会をお願い

していると同時に、夏祭り等の行事やボランティアの受入れを通じて家族や地域との交流を図っておりま

す。また、家族会が組織されており、総会、ボランティア活動等を行い、家族との連携を深めております。

面会の回数につきましては、家庭の事情により差はありますが、できる限り面会に来ていただくよう努め

ているところであります。 

次に、苦情の受付件数と処理の実態につきましては、平成１５年度に１０件ありましたが、全て解決し

ております。各施設においては常日頃、入所者と接するごとに要望等をお聞きして、改善に努めておりま

す。さらに施設ごとに、苦情用ポストを設置して苦情の受付をしております。また、施設長を苦情解決責

任者とし、生活相談員を苦情受付の担当者として定め、苦情があった場合には、即刻事実関係の調査を行

い、改善策を検討し対応しております。第三者委員につきましては、地元民生委員さん等のご協力を得て、

全施設に設置しております。処理体制、第三者委員の設置の周知につきましては、入所の際に契約者及び

入所者に重要事項説明書をお渡しして説明し、理解を得ており、また、施設の入り口等にも第三者委員の

電話番号等を掲示し周知に努めているところであります。 

次に、平成１８年６月開所予定の新設特養の進捗状況につきましては、先程、赤津議員にお答えしたと

おりであります。月額居住費いわゆるホテルコストでございますが、博悠会の試算によりますと、通常で

は月額３万２千円でありますが、本連合管内の入所者につきましては、施設建設時の連合補助により、７

千円軽減され、月額２万５千円の予定と聞いております。建設費が確定しておりませんのであくまでも現

時点での試算ということであります。 

 なお、細部につきましては、事務局次長のほうから答弁をさせます。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。  

事務局次長（松木隆一君） 連合長答弁に補足をして、お答え申しあげます。待機者の状況についてであり

ますが、全体で２９５名でありまして、その内訳は、介護度１が３９名、介護度２が５９名、介護度３が

７０名、介護度４が７４名、介護度５が５３名であります。市町村別で申し上げますと、中野市では、介

護度１が１６名、介護度２が２９名、介護度３が２８名、介護度４が３１名、介護度５が１８名、計１２

２名であります。飯山市では、介護度１が３名、介護度２が７名、介護度３が１３名、介護度４が１２名、

介護度５が１３名、計４８名。山ノ内町では、介護度１が３名、介護度２が７名、介護度３が８名、介護

度４が１１名、介護度５が４名、計３３名。木島平村では、介護度１が４名、介護度２が１名、介護度３

が２名、介護度４が６名、介護度５が５名、計１８名。野沢温泉村では、介護度１が４名、介護度２が２

名、介護度３が２名、介護度４が３名、介護度５が４名、計１５名。豊田村では、介護度１が１名、介護
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度２が５名、介護度３が８名、介護度４が５名、介護度５が５名、計２４名。栄村では、介護度１が５名、

介護度２が４名、介護度３が４名、介護度４が４名、介護度５が３名、計２０名で、その他組織市町村以

外の、例えば長野市等他市町村での待機者ですが、介護度１が３名、介護度２が４名、介護度３が５名、

介護度４が２名、介護度５が１名、計１５名であります。 

  次に、希望施設別の人数でありますが、第１希望から第６希望までできるため、延人数で１,１１７名で、

その内訳は、望岳荘が１８２名、高社寮が２１８名、千曲荘が１６６名、いで湯の里１９８名、菜の花苑

１６１名、ふるさと苑１９２名であります。 

 次に、身体拘束についてでありますが、１０月１３日現在９名の方に、次のようにさせていただいてお

ります。車イス安全ベルトの着用１名、ミトン型手袋の着用４名、ベッド手すりの設置２名、つなぎ服の

着用１名、ベッドベルトの着用１名であります。  

  次に、家族の面会状況についてでありますが、施設別に延人数で申し上げます。これは平成１５年度１

年間の集計でございます。望岳荘では、１２回以上１８人、６回から１１回が４９人、２回から５回が３

４人、１回が１５人、計１１６人で、１人の入所者には面会者はありませんでした。高社寮では、１２回

以上３６人、６回から１１回１２人、２回から５回１７人、１回が３人、計６８人で、２人の入所者には

面会はありませんでした。千曲荘では、１２回以上３３人、６回から１１回１５人、２回から５回１０人、

１回５人、計６３人で、６人の入所者には面会はありませんでした。いで湯の里では、１２回以上４２人、

６回から１１回が１２人、２回から５回が１０人、１回が３人、計６７人で、３人の入所者には面会はあ

りませんでした。菜の花苑では、１２回以上５０人、６回から１１回が６人、２回から５回が３人、１回

が１人、計６０人で、面会者が１人もなかったという入所者はおりませんでした。ふるさと苑では、１２

回以上５９人、６回から１１回９人、２回から５回５人、１回２人、計７５人で、４人の入所者に面会は

ありませんでした。 

次に、苦情の受付件数と処理の実態のうち平成１５年度における受付件数でありますが、６施設で１０

件ありました。今年度は、今のところございません。事例といたしましては、施設内の転倒によるケガに

よるもの、入所者間のトラブル等であり、これらについてはすべて解決済であります。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君)  １４番、大塚一夫議員。 

１４番(大塚一夫君)  継続でお願いしたいと思います。今年の４月から入所のガイドラインが新たに策定

をされて、今までの措置制度の中ではとりあえず申し込んでおくかというようなことがあったようでござ

いますが、そのガイドラインにより必要性、緊急性のある入所希望者が優先的に入所できるようになった

と、こういうことでございますが、昨年までの実情と今年の状況についてお願いをしたいと思います。そ

れからその次の入所者の尊厳についてでありますが、今年に入ってから特別養護老人ホームで爪をはぐと

いうような入所者に対する虐待があったことが報道されておるわけですが、この告発をしたのはホームヘ

ルパーの実習に来ていた実習生というようなことで、外部の人であったわけなんですが、施設ではこのこ

とに限らず日常的に行われておかしいと、外から来た人がおかしいと思うことが、その中ではおかしいと

いう感覚ではとらえてないと、そういう実情がほうぼうの施設にあるというふうに聞いております。その

ようなことに対する報告者の、あるいはその通報者の保護等についてどのようにお考えになっているのか
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お尋ねをしたいと思います。それからその次に、第三者委員による苦情処理機関の設置、これもただ今の

答弁の中で全施設に設置済みだというこういうお話でございますが、その処理の内容につきましては、た

だ今の答弁では施設長を長とする、そういう中での処理というふうな私受け止めておりますが、その第３

者委員の設置の関係では、何故、施設ごとにその委員会に諮るべきではないかというふうに私思うわけで

すけれども、その辺についてお聞きをしたいと思いますし、何回くらいこの、６施設で１０件という話で

すから、その処理に何回くらい委員会というものを開いた実績があるのかどうかお願いをしたいと思いま

す。以上です。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。  

事務局次長（松木隆一君） 一点目の入所ガイドラインの昨年の状況と現状はどうかという質問でございま

すけれども、実はガイドラインが示されまして北信広域連合では、特別養護老人ホーム入所検討委員会を

昨年の４月に設置をし運営してございます。今までどちらかというと入所順位を、申し込み順位に重点を

おいた入所が主であったわけですけれども、この基準が示されましてそれぞれ点数化で、緊急性の高い人

を優先入所させるというふうに改めてございます。内容は、要介護度・介護度によって、あるいはその痴

呆性老人の日常生活の自立度によって、そしてそのお宅に介護者がいるかいないかによって、そしてさら

に在宅サービスの利用率という４項目の他に、地域性ということで北信広域連合管内の方、それから管外

の方、外の方と一応点数を設けまして、その点数の高い方を入所順位の高いほうにいれていくということ

で改めてございます。昨年度から取り扱って、この制度を取り入れて入所をしていただいているわけであ

りますけれども、空きがあって入所までに今まで調整の時間というのが結構かかったわけですけれども、

今この順番がもう決められておりますので、入所までの時間が非常に早まったというのが印象でございま

す。早ければ１週間ぐらい、遅くとも２週間ぐらいで入所できているんじゃないかなと思われます。それ

から入所者の尊厳についてどう考えるかということでございますけれども、次の第三者委員と重複する部

分がございますけれども、先ほども申しあげましたとおり、６施設全部第三者委員を設置してございます。

そしてそれぞれ施設の中に、処理委員会を設置してございます。これは施設長がトップで、第３者委員そ

れからそれぞれのセクションの主任さんに加わっていただいて、処理委員会を設置してございます。その

中で処理をさせていただいてございます。処理委員会で処理されてきた部分でございますけれども、いで

湯の里１件ということで、あと内容的には軽微という考え方で施設内処理をさせていただいてございます。

１０件の苦情がございましたけれども、先ほども申しあげましたとおり全て解決済みでございます。二点

目の、入所者の尊厳の関係でございますけれども、通報者の保護に関する制度等は設けていないわけです

けれども、不利にならないよう、して行きたいと思っております。なお職員研修等を通じまして入所者の

尊厳を守るように指導をしてきましたし、またこれからもさらに強めて指導をしていきたいと思っており

ます。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君)  １４番、大塚一夫議員。 

１４番(大塚一夫君)  お願いをしたいと思います。待機者の状況の関係で、入所ガイドラインの話があり

ました。この中には入所辞退を２回行うと優先順位名簿から外すことができるわけなんですが、そういう

例があったのかどうか。それから最後に私この質問をするにあたり各施設のホームページを見させていた
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だきました。あの一つだけ、あのホームページを開設してあるわけでございますが、施設の概要とか場所、

１年間の主な行事、利用者の様子、施設の空き状況こういったのが大体とおり相場の案内というか内容で

ございますが、３つほどの施設でその施設の理念また運営方針、これを載せている施設がありました。こ

れは大変必要なことだというふうに私は思っておりますが、その内容についてちょっと私の感想を申しあ

げたいと思いますが、その方針の中に、例えば専門知識の研鑚を図るとともに施設の評価高揚になお一層

の努力を払わなければならない、それから老人福祉施設の新たな方向付けを早急に確立していかなければ

なりません、職員の資質の向上は、利用者及び地域に信頼されるものでなければなりません、そういうよ

うなことはやっぱり内部的にはそういうようなことであろうと思いますが、外部に対しましては、やはり

こういうことをこういうふうに努めていますとか、努力していきます、目指していますとか、そういう形

のものであったほうがいいのではないかなと。こんなこともありますし、それからその施設の名前の由来

とか、その施設のキャッチフレーズですね、そういうものも大変いいのではないかと、こんなことも考え

ておりますし、その施設の特徴、例えば温泉があるとか、あるいは家族が来た時に泊る施設があるんだと

か、そういう特徴を持たせたホームページで、温かさやぬくもり、優しさ、そういうものが伝わるような

ホームページにしていただければいいのではないかなと、こんなことを申しあげて質問とさせていただき

ます。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。 

事務局次長（松木隆一君） お答え申しあげます。先ほどの入所の、２回断れば名簿から外されるというお

話でございますけれども、一応事務取り扱い上そのようにさせていただいております。ただ、例えば社会

的な、入院をしたとかというような場合には一応カウントしてございません。過去に２回辞退をされたと

いうことで、緊急性がないという判断で２人の方が過去ございます。それからその２人の方につきまして

は、その時点では老健施設へ入所をしておったということと、もうひとつは在宅でもう少し家で面倒を見

たいというような家庭での要望がございまして、一応落とさせていただいた経過がございます。それから

施設の運営方針の内容についてでございますけれども、例えば知識の研鑚だとか、あるいは新たな施設の

方向付けだとか、それから地域に信頼されるというようなことで、非常に外に向けてのインパクトが弱い

じゃないかとかというご指摘でございました。施設におきましては、やはり職員のそれぞれの資質の向上、

サービスの向上等日々努力をしておるわけですけれども、一応施設の運営方針の中に掲げさせていただい

て取り組んでおるわけでございます。名前等の由来とか、キャッチフレーズとかいうようなお話しがござ

いました。これまた参考にさせていただいて、今後にいかしていきたいと思っておりますが、よろしくお

願いいたします。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) 以上をもちまして、大塚一夫議員の質問を終結いたします。 

  次に進みます。順位３番、特別養護老人ホームについて、特別養護老人ホーム栄村新設経過と今後の対

応について、ショートステイ入居者の送迎について、１７番、青木豊一議員。  

１７番(青木豊一君)  １７番、青木豊一でございます。最初に、相継ぐ台風災害そしてまた地震と、大変

管内をはじめ日本全国に大きな被害をもたらしました。被災者の皆さんに心からお見舞いを申し上げます

とともに、希望と元気を出して頑張っていただきたいことを心からご期待申しあげまして、質問といたし
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ます。最初に、特別養護老人ホームについて次の３点についてお伺いいたします。一点は、施設入所者の

実態に合った職員体制についてであります。配付された主要施策成果説明資料を通じ、全体として高齢化、

介護度の重度化及びショートステイ等の利用が進んでおり、そうした中で利用者へのサービスの一部に    

前進が見られております。こういった中でご苦労いただく職員の皆さん方の努力に敬意を申しあげます。

同時にこういった施策は一層改善し安定して進むには、職員体制が施設入所者の実態にあったものに改善

することをお願いいたします。二点目は、嘱託職員等の待遇改善についてであります。現在６特養施設に

嘱託職員が約４７人、看護師、介護員及び嘱託職員が全体の約２３％にあたります。これは嘱託職員の存

在をなくして特養の運営が不可能といっても過言でもありません。こういった嘱託職員及び職員給与等に

占める比率、また給与体系等の改善が求められますが、今後の対応を伺います。三点は、介護保険導入に

伴い既存の入所者に対する経過措置が適応されてまいりました。しかし新年度からこの点を変更される予

定です。管内における実態及び新年度からの対応についてお伺いをするものです。第２は、特別養護老人

ホーム（栄村）への建設経過と今後の対応についてであります。一点は今日までの経過と入所待ちの解消

について、二点、管内職員計画と待遇等についてお答え願います。第三は、ショートステイ入居者の送迎

についてであります。これまで同僚の丸山惣平議員が利用者の実態や憲法や地方自治法の立場から公平な

対応を繰り返し強く求めてまいりました。これまで連合長等の答弁は、改善の具体化について具体化が図

られておりません。あくまで利用者の範疇の問題との態度が繰り返されております。介護保険法は、送迎

に対する保険適用を認めております。公的機関において、特定の利用者のみに介護保険を認め、同じ公的

機関を利用する他の利用者には認めないという不平等、不公平な行為を即刻改め、介護保険法の主旨にの

った運営をすべきと改めて提案いたします。以上３点についてお答えを求めます。 

副議長(中嶋元三君) 広域連合長。 

広域連合長（青木 一君） ただ今の青木議員のご質問に対してお答えを申しあげます。まず施設職員の配

置につきましては、国の基準に基づきまして、施設長以下、事務長、生活相談員、介護支援専門員、看護

師、介護員、栄養士、調理員等の各職種において適正に配置をしております。特に、施設入所者の直接サ

ービスを提供する看護師及び介護員、いわゆる処遇職員の配置につきましては、国の基準であります入所

者３人に対して１人以上の職員を配置する基準を満たしており、今年度入所者２.８１人に対して職員１

人を配置し、改善を図ったところであります。国の基準では、平成１５年度からの制度改正により、新設

の特養にあっては、ハード面では完全個室化が義務付けられており、ソフト面では１０人程度を１グルー

プとして介護をするユニットケア化が義務付けられたところであります。本広域連合としても、今後開設

される施設とのサービス較差を少しでも解消するためのユニットケアに向けて、平成１６年度からユニッ

トケアの前段となるグループケアの試行を始めたところであります。これに伴いまして、各施設にグルー

プケアのための介護員を１名ないし２名を増員したところであります。加えて、入所者の介護度・痴呆者

の状態に合わせ、介護員の加配もしてきたところであります。この結果として、先ほど申し上げました２．

８１という数値となっておるわけであります。今後とも試行を繰り返しながら、入所者へのサービスの向

上を更に図る所存であります。なお、介護員の増員につきましては、財政状況等を見極めながら今後検討

をして参りたいと考えております。 
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次に、嘱託職員の待遇改善につきましては、本年４月から通勤手当の増額を行いました。また、２年間

の勤務において成績良好と認められる者にあっては、現在の日給制から月給制への移行も可能とし、加え

て月給制移行後の嘱託職員にあっては、３年経過を目途に成績良好者に限り昇給の道を開けたところであ

ります。 

次に、職員全体及び職員給与等の占める比率についてでありますが、平成１５年度決算ベースにおける

施設の職員総数は、２１３名であります。うち正職員１９４名、嘱託職員１９名でありまして、嘱託職員

の割合は、８.９％でありました。また、人件費につきましては、嘱託職員の割合は５.９％でありました。 

なお、今議会にお願いしております平成１６年度補正予算要求ベースで申し上げますと、施設の職員総数

は２２０名で、うち正職員１８１名、嘱託職員３９名でありまして、嘱託職員の割合は１７.７％でありま

す。また、人件費については、嘱託職員の割合は、９.９％であります。この、嘱託職員の人件費には、産

休・育休･休職代替分も含めておりますので、実際の率といたしましては、若干下がるものと思われます。 

今後の対応につきましては、今後とも、他の業種の賃金実態等を見ながら、また財政状況と照らし合わせ

ながら、できる限り待遇改善に努めて参りたいと考えております。 

  次に、経過措置適用者の実態と新年度の対応につきましては、平成１７年３月３１日をもって５年間の

経過措置が終了する訳でありますが、９月３０日現在の旧措置入所者は１３９名で、そのうち経過措置に

よる減額対象者は９５名であります。平成１７年４月からは、利用者負担の軽減については廃止され、施

設としては、すべての入所者に原則１割負担していただくことになります。また、食費も標準負担額へ移

行となります。制度移行に伴う個人負担増額者への対応につきましては、福祉事務所及び市町村と連携を

密にし対応して参りたいと考えております。 

  次に、特別養護老人ホームの経過につきましては、先程赤津議員にお答えしたとおりであります。入所

待ちの解消見通しにつきましては、先程申し上げたとおり入所待機者は２９５名でありますが、新設施設

ができた場合でも、７０名の解消にとどまってしまうのが現状であります。 

  次に、管内職員採用計画と待遇等につきましては、博悠会によりますと職員の採用予定人数は４５人で、

全員栄村からの採用を予定していると聞いております。なお採用予定者の待遇等については、特に聞いて

おりませんのでよろしくお願いいたします。 

  次に、ショートスティ入居者の送迎につきましては、現在いで湯の里、菜の花苑の２施設で実施してお

り、平成１６年度上半期の送迎車の利用率は、いで湯の里４４．５％、菜の花苑６１．９％となっており

ます。施設利用者の送迎にあたっては、引き続き組織市町村の独自施策により実施されている、福祉車両

の貸出し、ハイヤー等の利用に対する一部補助など、これら制度を活用していただきたいと考えておりま

すが、今後、連合といたしましても多方面から研究をして参りたいと考えております。なお、経過措置適

用者の細部につきましては、事務局次長のほうから答弁をさせます。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。  

事務局次長（松木隆一君） 連合長答弁に補足をしてお答えを申し上げます。経過措置適用者の実態につき

ましては、施設別で申しあげますと、望岳荘２１名、高社寮２３名、千曲荘１４名、いで湯の里１９名、 

菜の花苑１４名、ふるさと苑４名、計９５名であります。市町村別では、中野市４０名、飯山市１９名、    
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山ノ内町１１名、木島平村６名、野沢温泉村７名、豊田村７名、栄村５名であります。以上であります。 

副議長(中嶋元三君) ここで昼食のため、午後１時まで休憩といたします。 

  

  （休 憩）              （午前 １１時５８分） 

                                                 

 

                                                 

  （再 開）              （午後 １時００分） 

副議長(中嶋元三君) 休憩前に引き続いて、会議を再開いたします。 

副議長(中嶋元三君) １７番、青木豊一議員。  

１７番(青木豊一君) 青木でございますが、継続してお伺いしたいと思います。先ほど連合長のほうから、

最初に特養についてでありますけれども、その中で職員配置について基準を上回っているというお話があ

りましたが、そのことについては私も承知しているところであります。同時にまた、質問でも申しあげま

したように、入居者の状況等をご覧いただいてもおわかりのように、高齢化と重度化そしてまた痴呆の障

害者の方々が、１年前と比較をいたしますと、１施設を除いてそれぞれ大幅に増えているわけですね。こ

ういうふうな状況を考えたときに、施設基準を満たしていればそれど良いかということではなくて、施設

においての介護保険としてのサービスの内容もそれぞれ決められているわけですけれども、しかしながら

こういったサービスが確実に利用者に提供をしていくには、私はやはり今の職員体制を更に改善していか

なければいけないというふうに思うわけであります。そういう点で具体的にお伺いしたいと思うわけであ

りますけれども、確かに基準は超えているという事実でありますが、厚生労働省が昨年実態調査を、介護

施設の事業所調査というのを１０月時点で１５年度のものを行いました。これを見ますと、どうなってい

るかといいますと、介護老人福祉施設において平成１５年度において、看護師そして介護職員の比率はで

すね２．４、看護職員は２０．２、介護職員は２．７。ところが中野市の状況を１５年度実績で見ますと

残念ながら部分的にこれを超えているところがあるわけですけれども、ほとんどが全国平均にも満たない、

こういう状況になっているということも、これも事実であるわけです。こういう点からいたしましても、

私はこの意を得たりではなくて、やはり介護、看護職員の一層の改善が求められているというふうに思う

わけであります。この点についてどのようにお考えになっておられるのかお伺いしたいと思います。あわ

せてこういうふうな中で、例えば同じ調査の中で、それぞれ福祉施設で受けた割合について出ているわけ

ですけれども、物理療法で７．５、運動療法２５．９、作業療法６．５、言語療法２．２、日常生活動作

訓練３０．６、リクリエーション６０．８と。こういうふうにサービスの内容も明らかになっているわけ

ですけれども、もし施設ごとにこのことについてどの程度になっているのかお伺いできればというふうに

思います。 

次に嘱託職員の問題についてでありますけれども、先ほどのお答えは全体との係わり合い等であります

けれども、私は１５年度の実績で見ますとですね、先ほども申しあげましたように嘱託職員の比率は２

３％を超すという状況です。いわゆる一般職員の平均賃金、年間はどのくらいかというふうに以前にお聞
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きしたら約５００万円とこういうお話でした。ところがいただいた資料で１５年度の嘱託の賃金の状況を

見ますと、１ヶ月で約１５万円これは特殊勤務手当、夜勤、通勤手当を含めたものであります。そういう

ことは年間、百数十万円こういう状況にあるわけです。ですからいわゆる機会均等法等を通じましても差

別賃金の問題が問題視されているわけですけれども、私はここで厚生労働省の通達が、ホームヘルパーに

ついて出されたわけです。今まではホームヘルパーは労働者として認知されなかったわけですが、通達は

これを認知しなさいというふうに言っているわけです。その中で例えば年次有給休暇の付与についても、

雇い入れの日から起算して６ヶ月間継続勤務をし、全労働日の８割以上出勤をした場合には年次休暇を付

与するというふうに通達は明らかにしているわけです。こういうことを見ましても、私は嘱託化を促進す

るということではありませんが、現に嘱託が介護、看護師等の中で２３％もいるというこの現実を直視し

たときに、この労働者の待遇改善を通達等に基づいて明確に改善していくべきだし、５００万円対百数十

万円というこの賃金格差、その中で繰り返し報告されているように嘱託職員は正職員の加配として、代替

として職務についておられるわけですから、１００％同じというわけにはいかないにしても、それにかな

り近づいてもしかるべきだと思うわけです。ちなみに今度の１５年度の決算書を見ましても、１億６千万

円ですか、余剰金が生まれていると。でさらに基金もですねこれまた多額のものが出ている、積み増しさ

れているわけです。こういうものというのは基本的にはこういった労働者がですね、同一労働同一の働き

をしながらあまりにもひどい賃金体系の中で生まれた一つの私は具体的な財産だというふうに思うわけ

です。そういう点で連合は、分担金は減らしたけれども、こうした一番原点で働いているこの人たちに対

する処遇というものは、先ほどのお答えのような改善はあったとしても、これは極めて不十分だというふ

うに言わなければなりません。この点について改めて連合長からお答えをいただきたいというふうに思い

ます。そしてまた基本的給与と同時に、有給休暇、あるいはまた退職金あるいはまた手当等についてもで

すね、一定の基準では行われておりますけれども、しかし実際の経費にふさわしいそいういった、あるい

はお互いにふさわしい手当てをやはり具体的に改善をすべきだというふうに思いますが、改めてこの点を

お伺いしたいというふうに思います。  

  次に栄村の特養の問題でありますけれども、問題はですね待機者が年々増加しているという現状です。

その中で先ほどらい議論がされているわけですけれども、そういう中で私も早く特別養護老人ホームに入

所したいと、こういうご要望を何人かの方から聞きましたが、残念なことに何れもその希望を叶うことな

く他界を余儀なくされました。これがやはり今日の圏内における特別養護老人ホームの入所者の実態だと

思うんです。にもかかわらず更に入れない人たちが２９５人いるし、昨年の１０月８日のものと見ますと

６９人増えているわけです。だから１年間経って特養が造れないだけでなく特養の定員に等しい人が待機

者として残る、更になおかつ入所を希望されている人たちも、私だけでも３名の方が他界されてしまう、

この現状をですね、私は連合としても真正面から受け止め、これをどう打開するかということに、もちろ

ん連合長を先頭に、圏内の希望をされている人たちの期待に応えなければならないというふうに思うんで

すけれども、この点についてお考えをお伺いしたいというふうに思います。なお博悠会との契約があるわ

けでありますけれども、こういう状況を先ほどお答えがあるような方法の解決もあると思いますし、ある

いは他の方法もあろと思うんですけれども、この打開のためにどのように具体化されるのか、また博悠会
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との関係はいつまで拘束されるのか、このことについてお伺いをしたいというふうに思います。 

  次に、ショートステイの問題についてであります。このことはですね先ほどお答えがあったわけですが、

結局昨年度と比較いたしますと、いわゆる自家用車を利用されていられる方がね非常に増えているという

のが実態です。私がよくわからないのは、介護保険ではサービスの一つに入っているんです。そして事業

所としてそれを実行する義務もあるわけです。本来社会福祉協議会はその事業をしていないとすれば、私

も議員だけれども、社会福祉協議会ではできません。ですから以前は、効率の問題として問題にされまし

た。しかしそれぞれの特別養護老人ホームには、高社老人ホームには２台、その他には１台の事務的な車

は配置されているわけです。特別養護老人ホームという施設は、いかにして入居者にサービスを提供する

かっていうことのために作られた施設です。そうしたならば先ず入所者の役に立つものを整備し、そして

それとの係わり合いで事務的に必要なものを兼用も含めて設けていくということが、私は本来のありかた

だと思うんです。でしかも私がここでわからないのはね、ケアマネージャーの人たちがね、このことを知

っておられながら、送迎の利用をどれだけ提供を、周知徹底をしておられるかどうか。本来、中野市で言

えばタクシー券を使うなんてことは、介護保険の制度ではないんです。介護保険では、送迎を希望すれば

それはできる訳です。１割負担でできるんです。それを自家用車で、圧倒的な人たちが送迎をしなければ

ならないということは、やはり圏内におけるケアマネージャーあるいは施設の、その行政的矛盾は、私は

問われる問題だというふうに思うわけです。この点について改めて見解を求めます。以上です。 

副議長(中嶋元三君) 事務局次長。   

事務局次長（松木隆一君） ただ今のいくつかの質問にお答え申しあげます。先ず職員配置でございますけ

れども、職員配置につきましては最初の答弁の中で申しあげましたとおり、平成１６年度は入所者２．８

１人に対し１人という事で実施してございます。これにつきましては１６年度よりユニットケアの研究そ

れから試行、そしてなおかつ職員の夜勤の回数を減らすというようなことから１名ないし２名の加配をさ

せいていただきます。それに合わせて、更にそれぞれ施設によって、議員さんご指摘のとおり、重度者あ

るいは痴呆のお年寄りの方が入所しておるわけすけれども、一応重度の加配ということで一応基準を設け

まして、対象施設については更に加配をしてございます。そんなことで今年度は２．８１という事でござ

いましたけれども、また更に以後年度につきましてまた研究をしていきたいと思っております。またそれ

から嘱託職員の待遇の関係でございますけれども、一応年休につきましては、労働基準法に基づきまして、

議員さんからお話がありましたとおり、一応対応をさせていただいております。その他に、最初の答弁で

申しあげましたとおり、月給制の制度の発足それから通勤手当等の改善、働いていただいておる嘱託職員

の希望もあるわけですけれども、一応社会保険に加入もしてございます。社保加入になりますと、当然退

職金等が支払われるようなことになろうかと思いますが、まあそんなことで縷々、一応待遇改善を図って

いるところでございます。それからサービスの、それぞれ施設で物理療法、作業療法、それからリハビリ

等のサービスの内容がわかったら教えてもらえないかという事でございますけれども、それぞれ施設では

関係病院等にお願いして、リハビリ、理学療法それから作業療法士等を派遣いただいて取り組んでござい

ます。その他に施設独自でリクリエーション等々も取り入れておるわけですけれども、細かい時間、比率

がどのくらいになるかというところまで正直、はじいてございません。そんなことでご勘弁をいただきた
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いと思います。それからショートの関係でございますけれども、ショートの関係につきましては先ほど連

合長のほうから答弁しましたとおり、多方面にわたって研究をさせていただきたいと思います。なおショ

ートにつきましては、ショートを送迎した場合には１８４点加算という事で、送迎をした場合に１８４点

加算をしていいですよという考え方で、送迎加算という言い方をしておりますけれども、そんなことで一

応ご理解をいただきたいと思います。それからどれだけ周知徹底をしているんかということでございます

けれども、一応２つの施設でしておりますし、実施していることにつきましては、それぞれの介護支援専

門員が承知してございますので、希望を聞いて対応をしているのが実態でございますのでよろしくお願い

いたします。それから栄村への新設特養の関係でございますが、待機者がご指摘ございましたとおり増え

ております。住民の期待にどのように応えていくかということでございますけれども、博悠会との関係は

いつまで拘束されるのかというようなことでございますけれども、今まで博悠会さんの方との話をしてく

る過程の中で、一応まあ今年度と来年度については再チャレンジをしていきたいというような話を聞かせ

ていただいてございます。やはり全力投入で早い時期に事業採択をしていただくように取り組んでいくべ

きではないかと思っておりますが、以上でございます。 

副議長(中嶋元三君) １７番、青木豊一議員。  

１７番(青木豊一君)  時間の関係もありますけれども、何れにいたしましても、時間の関係で嘱託の問題

について述べますけれども、とにかく諸手当を含めまして１ヶ月勤務されまして年間１８７万円ほどです

ね、これに対して正規の方が約５００万円、そしてそこから生み出される介護保険による資産がですね、

年間で１億６千万円の剰余金、さらにプラス２億円くらいな積立金、これがあまりにも介護労働者の、介

護の嘱託職員に対する報酬と、いわゆる企業利益が、格差がですね多すぎる、ここはやはりもっと介護労

働者の立場に立った、なかんずく嘱託職員の立場に立ったこの給与改定が強く求められているものと思い

ます。連合長にお伺いしたいと思います。それからもう一つは、経過措置に伴なう問題についてでありま

すけれども、これによりましてですね約１ヶ月で多い人は２９,１７０円、一挙に増えるわけです。こう

した問題も先ほどのお答えでは各市町村云々というお話でしたけれども、もちろん連合として、そのこと

も一つあるわけですけれども、私は少なくとも質問通告をしてこのことについてどう対応されるかという

ことをしたわけですから、当然副連合長を含めた、事務レベルを含めてね、もう少し具体的にこういった

問題について検討された答えが出てしかるべきだと、しかもこの制度が始まるまでにあと数ヶ月しかない

というこの現実に、今までゼロだった人が２９,１７０円も負担を払わなければいけない、この現実を私

は直視しなければならないというふうに思うわけです。この点についても、連合長としての、広域として

どう対応するかということと、あわせて副連合長は各自治体の首長でもあるわけですから、そういう連合

と自治体の首長はですね、一体としてこうした方向を黙視していくわけにはいかないというふうに思いま

すので、この点について改めてお伺いしたいというふうに思います。それから、ショートステイの問題に

ついてありますけれども、明らかにショートステイで送迎バスのあるところの２つの園は、自家用車の利

用率は、いで湯で７２．６％、菜の花は４１．５％、一方他の施設では、望岳荘８３．４、高社が９４％、

千曲が９４．５％、ふるさとが９８．９％と、こういうふうに送迎がある所とない所で大きな違いがある

と、先ほど次長がおっしゃるように。これは介護保険の適用をできるものです。じゃあこれが自家用であ
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るが故に、この対応できないわけです。ですから事業所として何らかの形でこれを取り入れて、そして介

護保険制度でやるならば、少なくとも１８４円の一割負担で賄えるわけです。すぐ車が用意できなくとも、

事業体としてのサービス精神とこの較差の是正ということを正面から取り上げていただくならば、私は難

しい問題ではなくて、まさにそこにおける連合長をはじめとした姿勢の問題に関わるというふうに思うわ

けです。また、中野の方がタクシーを使えば、友達と遊びに行きたいとそういうものにも減らされてしま

うという事で、確実にこれは利用者への介護保険から外してしまっている事業者としての責任が、私は問

われる問題だというふうに思います。そういう点で、以上三点について事務当局からは補足説明が、補足

はあってもいいですけれども、主要にはこういった問題は、連合長の、私は権限あるいは副連合長との一

体となった連合の、あるいは事業主体としての責任の範疇に関わる問題である、そしてまた財政的にはか

なり潤いのある企業体であるという現実をしっかり受け止めていただいて、少なくとも利用者にサービス

を提供するという施設の運営であるならば、法律で決められた最低限のサービスを、即提供いただくこと

を強く求めまして、連合長はじめ関係者のお答えを求めるものであります。以上です。 

副議長(中嶋元三君) 広域連合長。  

広域連合長（青木 一君） ただ今青木議員のほうから、何点か質問がございました。連合長の立場でお答

えできるところをお答えをさせていただきたいと思います。まず正職の職員が給与として５００万円、嘱

託職員が年間約１８０万円前後であるということで、各施設の余剰金１億６千万円、また積立金２億円と

いうような数字をご披露いただきましてご質問いただきましたけれども、１回目の答弁でさせていただき

ましたけれども、先ず通勤手当などの増額を今年度４月からさせていただいたり、また２年間の勤務の状

況の成績良好者に対しては日給制から月給制への移行もさせていただいたり、３年経過を目途に成績良好

者に昇給の道を開いたというこの３点は、極めて、この事で良しとしないまでも、前進であろうかという

ふうに思っております。一時的に出た剰余金を即給与のほうに振り替えるというのは、連合とういう大き

な大きな使命を考えたときには、今ここで直ぐ判断すべきものとは考えておりませんので、今後とも待遇

改善につきましては考えていきたいというふうに思っております。それから二点目でありますが、経過措

置の、来年の３月をもって切れる方々に対する負担金が２９,１７０円ということで、それらの方々に対

してどのように対処するのかという問題でありますが、先ずは市町村のそれぞれお一方お一方の対象者と

の、またご家族等との協議の中で進めるべきものと思っておりますし、またそうでない連合という立場で

研究する一面があるならば、研究もしていきたいというふうに思っております。それから送迎の件であり

ますけれども、私ども基本的には自助、共助、ほう助という精神の中で全て福祉というものをとらえたい

というふうに思っておりますけれども、特に基本的には在宅で対象の方々を介護する、お世話するという

ことが基本という事で考えているわけでありますが、前段の栄村の特養の問題につきましても、この地域

の連合管内の特殊性から言ったら、一軒一軒の介護する在宅のご家庭そのものが果たしてその介護ができ

る状況になっているのかと考えたときには、そうでない地域と比較するならば、大変この地域は特殊な地

域ともいうべき状況にあろうかというふうに思います。しかしながら公助、公なお助けをするというひと

つの中に、できるだけ可能な限り状況が許すならば、それぞれのご家庭で送迎も含めて、できるところは

していただくということが基本であろうかというふうに思います。いくら１８４点が加算された介護保険
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の加算ベースがあるとはいえ、それぞれのご家庭のご家族から送り迎えをしていただくという対象者にと

って、このうえもない幸せの道を安易に奪うのも決して行政の使命というものを考えたときには決して得

策とは思わないのは、きっと同じように思われる方もいらっしゃると思いいますけれども、基本的にはそ

うであります。その手から漏れる方をどのように公が対処すべきかということが大きな問題だというふう

に考えております。何れにいたしましてもこの問題も決してこのままというような状況ではありませんの

で、先ほど申しあげましたように、多方面から研究はさせていただくという事でまとめて表現をさせてい

ただきました。以上です。 

１７番(青木豊一君) 議長。設定はちゃんとある。送迎は、法的なものがあるのにもかかわらず、ないから

そういう結果を生んでいるんです。いわゆる家族で送り迎えをしたくて、したい人のやつを奪うなんて言

っているんじゃないんです。その結果として明らかに、法的な送迎の施設に車がある所とない所で、自家

用車を自宅で使う．．． 

副議長(中嶋元三君) 広域連合長。 

広域連合長（青木 一君） そのことを私は、多方面から研究をしてまいりたいといったわけであります。

福祉はとにかく全て手を差し伸べればそれで解決するというふうには考えておりません。その中には、一

軒一軒、お一方お一方、特殊な事情、個性的な事情があろうかと思います。まあそういう一つ一つの状況

を精査しながら、やるべきときにはやらなきゃいけないし、でもご家庭のご協力をいただかなくてはいけ

ないときには、ご協力をいただくというのが大事かというふうに思っております。 

副議長(中嶋元三君)  以上をもちまして、青木豊一議員の質問を終結いたします。 

  次に進みます。順位４番、特別養護老人ホーム、養護老人ホームの運営について、環境衛生の対応につ

いて、広域連合の担う役割について、１１番髙木尚史議員。 

１１番（髙木尚史君） １１番髙木尚史です。最初に、特別養護老人ホーム、養護老人ホームの運営につい

てお伺いをいたします。ご承知のように国の三位一体改革が推し進められておりまして、それぞれの自治

体財政も大変厳しい状況下に置かれております。当然広域連合あるいは一部事務組合などそれぞれの自治

体が参画をしている組織についても、同様なことが言えるのではないかと思います。特に国庫補助負担金

の削減問題については、大変大きな問題としてこれからの事業執行についても大きな課題として受け止め

ている自治体が多いのではないかというふうに思います。加えて介護保険法も３年ごとに見直しをすると

いうその経過時点の中で、法律とは別に既に昨年度からは介護報酬の単価が引き下げられるというそうい

う事態が発生をし、進行をしております。施設入所につきましては平均４．２％の引下げがされ、この北

信管内のそれぞれの施設においてもその影響額が約５千７百万円ということになっておりました。しかし

現実には、決算監査の意見書に中にもありますように、それぞれの施設の、例えばショートの施設の利用

率の向上、あるいはおそらく介護度の高い人たちの入所、それらのことがあいまって１．８％の減少にと

どまったという報告がされております。このようにして今後の介護保険法の見直しの中で、どのような影

響が出てくるのかということも大きな関心事だろうというふうに思います。特に施設の給付の範囲の見直

しについて大きな報道がされております。そのことは居住費や食費の範囲を見直すということであります。

それは個室を建設をするに当たって、それぞれのホテルコストとしての経費を入所者から徴収をするとい
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う、そういった見直しがされることになっているわけであります。従ってこのことは今後の大きな問題と

して経営問題に大きく関わっていくというふうに思いますが、これらの三位一体の改革やこれから想定を

される介護保険法の見直しなどについて、今後の運営の見通しについて先ずお伺いをしておきたいと思い

ます。 

次に、それぞれ３名の議員の方から栄村に建設を予定をされている特養施設の問題について質問が出さ

れ、それぞれ答弁がされたところであります。私は違った角度からこのことについて先ずお聞きをしたい

わけです。ご承知よように国庫補助負担金の見直しの中で、具体的に特別養護老人ホームの建設にあたっ

て２００４年度の新規事業の場合、建設単価を３．５％を引下げ、３分の１にカットをするということが

具体的な姿になってきております。このことは前年度実績の３分の２の補助がカットをされるということ

になるわけで、当然事業者の言えば財政問題あるいは建設の費用として負担が増えてくるわけであります

が、これらのことに関わってどのようにやはり対応をしていくのかというのも、事業採択は大変必要なこ

とですし、採択をされたあとの問題として具体的な財政の裏付けとしての課題が浮上してくるのではない

かというふうに思いますが、この施設建設の現状と今後の見通しについてお伺いをしたいと思います。 

  次に、環境衛生の対応についてであります。環境問題は、それぞれの自治体の中でも、多くの住民の皆

さんの協力や事業主の協力そして行政の環境問題に取り組む姿勢、それぞれの立場で共存をしながら今日

まで環境問題に対応してきていると思います。国でも廃プラスチックについては、以前は資源としての活

用を考えておりましたけれども、いろいろな課題の中から可燃ゴミとして移行をするというような方法も

出されております。さらには最終処分場の問題も大きな問題として、それぞれの県的な段階あるいは市町

村の段階でも大きな問題になっております。そして、この広域連合としてもごみ処理の広域計画を策定を

いたしまして、具体的には推進協議会を設置をしてそれぞれのすり合せなどを含めた事務を行うことにな

っております。これらのごみ処理広域計画の検討課題、具体的な問題がどこにあるのかについてをお伺い

をいたします。 

次に環境問題の中で大きな視点として、下水道問題が大きく取り上げられておりますし、当然それぞれ

の自治体でもこの公共下水道あるいは農業集落配水あるいは特環、それぞれの下水道事業が進められてお

りますが、その中で下水道汚泥の問題をどのように、利活用を含めた処理をしていくのかというのが当面

する問題として浮上をしております。このことについて、広域連合としても汚泥の堆肥化施設を建設をす

るという文言を用いながら広域的な下水汚泥の処理の調査研究をするということになっております。この

ことについての現状とそして研究あるいは問題点がどこにあるのかをお伺いをいたします。 

最後に、広域連合の担う役割についてであります。毎日、新聞紙上を賑やかしております合併問題につ

いて、自立を選択する自治体、さらには合併という道を選択をする自治体、さらには住民の意思といわば

行政の側の意思のずれという問題も表面化してきている住民投票の問題など、様々な角度から合併問題が

報道されております。そこで昨年も申しあげましたけれども、広域連合の果たす役割とはどういうものな

のか、そのことをやはりきちっとこの広域連合内部で意思統一をしておくことが必要ではないかというふ

うに思いますが、このことについて改めてお伺いをしておきたいと思います。合わせて、広域連合として

広域で処理した方が効率的な事務などは共同処理、共同研究を行い広域行政を推進するとともに、市町村
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の行財政基盤の強化を図るという、こういう大きな課題を広域計画の中で謳っているわけであります。そ

んな中で広域的観光推進あるいは幹線道路網の整備の調査研究の報告が、平成１６年の１１月に調査研究

が出されております。これもこれらの中の一環として報告されたものでありますが、具体的に広域的観点

に立った共同処理の問題、様々なことが考えられるというふうに思いますが、どのように対応されあるい

は方針付けをしていくのか、そのことについてお伺いをしたいと思います。 

副議長(中嶋元三君) 広域連合長。  

広域連合長（青木 一君） 髙木議員の質問に対してお答えを申しあげます。最初に、三位一体改革と介護

保険法の見直しに伴う今後の運営の見通しはどうかについてでありますけれども、国の三位一体改革によ

る補助金の関係につきましては、従来の社会福祉施設等整備費補助金に代わって、平成１７年度から地域

介護・福祉空間整備等交付金制度が創設される見込みでありまして、額の縮減が懸念されるところであり

ますけれども、今のところ詳細は不明であります。国では、平成１７年度に予定されている介護保険法改

正に向けて、利用者負担の引上げ、施設における居住費用・食費負担の見直しなどが検討されているよう

であります。今後の施設の運営見通しにつきましては、特別養護老人ホームの利用者の自己負担が引き上

げとなり、また利用者の重度化が更に進むなど、健全経営の面で更に厳しくなるものと予想されます。ま

た、養護老人ホームの運営につきましても、現在の負担金制度が見直しされるとのことであり、同様に厳

しくなると予想されますが、今後の動向を見守っていきたいと考えております。 

  次に、栄村への施設建設につきましては、先刻赤津議員にお答えしたとおりでありますので、よろしく

お願いをいたしたいと思います。 

  次に、ごみ処理広域化計画策定後の状況と検討課題は何か、とのご質問でありますが、「北信地域ごみ処

理広域化計画」を平成１０年８月に策定し、その後平成１３年９月に改訂してきたところであります。こ

の計画では、処理エリアを３つに区分し、Ａエリアを岳南の北信保健衛生施設組合エリア、Ｂエリアを栄

村を除く岳北広域行政組合エリア、Ｃエリアを栄村エリアとしております。また施設整備の目標は、平成

２９年度までに、栄村を除きごみ焼却施設及び最終処分場を広域化した施設にすることにしています。な

お、本計画は、平成９年１月に国から出されたダイオキシン類の削減を目指した「ガイドライン」に基づ

き策定したものではありますが、近年の技術進歩に伴い小規模施設でも排出ダイオキシンの基準値をクリ

アすることが可能となり、当時の主目的が希薄になってきているようにも感じられるところであります。 

また、これからはゴミを出さない運動の展開も必要と考えておりますが、現在県において進められており

ます、仮称「信州廃棄物の発生抑制と良好な環境の確保に関する条例」に関し、市町村等との意見交換会

などが開かれておりますので、今後とも、注視して参りたいと考えております。 

  次に、広域的な下水汚泥の処理の調査研究課題についてであります。北信広域連合が策定しました「地

区別汚泥処理基本計画」につきましては、平成１４年度に北信地域下水道等協議会から、本連合へ提出さ

れました報告書に基づき本計画を策定してきたものであります。この計画では、汚泥処理の区域を３つに

区分し、Ａグループは、木島平村及び中野市の一部の区域、Ｂグループは、中野市、飯山市、山ノ内町、

野沢温泉村、豊田村の区域、Ｃグループは、栄村としたものであります。この計画では平成３０年度まで

に、圏域内で発生した下水道汚泥を全て圏域内で堆肥化または炭化し、処理するものとしております。そ
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れまでの間は、各市町村のコンポストや民間業者で処理することとした計画であります。課題としまして

は、汚泥堆肥や炭化汚泥を積極的に受け入れる人が少ないことが課題であります。 

  次に、広域連合の担う役割について申し上げます。広域連合の制度は、平成６年の地方自治法の改正に

より、多様化した広域行政需要に適切かつ効率的に対応するとともに、国・県からの権限委譲の受皿の一

つとして、創設されたものであります。広域連合は地方自治法第２８４条第３項に規定されておりますよ

うに、普通地方公共団体、いわゆる市町村がその事務で広域にわたり処理することが適当であると認める

ものに関し、「広域計画」を作成し、処理することになっております。本広域連合も、平成１２年４月１日

発足したものであります。広域連合の役割としては、各市町村の独自性を尊重しながら、組織市町村を一

つの地域としてとらえ、事務事業を進めることが広域連合の役割であると思っています。 

  次に、広域行政・共同処理・共同研究の課題と方針でありますが、本広域連合も平成１２年に発足して

から４年が経過しておりますが、かつての一部事務組合から広域連合に移行してから、顕著に変わったと

いうものは見当たりませんが、今後とも組織市町村の独自性を尊重しながら、地域が一体となって取り組

むことにより、地域の福祉の向上と地域の発展につながるよう努力して参る所存であります。以上であり

ます。 

副議長(中嶋元三君)  １１番髙木尚史議員。 

１１番（髙木尚史君） 継続でお願いをいたします。最初に介護保険法の見直しについてですが、これはあ

の運営の見通しの中でも大きな問題になるというふうに思うんですが、一つはホテルコストの問題につい

てのお話がありましたし、他の議員からもありました。そのことと同時に人材の問題については、介護職

員の任用資格は将来的には介護福祉士を中心とするという方向が出されています。いろいろと質疑あるい

は質問等を聞いておりますと、嘱託職員につきましても現在の職員比率でいきますと１７．７％、給料で

いきますと９．９％を占めているというそういう数字になっているんですけれども、いつまでこういった

方法･手法が通用していくのかということも、経営問題について大きなことではないかというふうに思う

んです。先ほど質問の中でも申しあげましたように、介護報酬単価の引下げというものについて約４．２％

ですがこれを１．８％の減少に止めたということがあるわけですけれども、一つには主要施策の成果説明

書の中でも報告があったように、入所者の重度化が進んでいるということが指摘をされました。当然経営

方針とすれば、重度の要介護度５の人のほうが、要介護度１よりも１割単価が高いわけですから、介護保

険料が高いわけですから、当然そのことは経営にも影響をしていきます。で監査委員の審査結果の意見書

の中でも、質疑の中でもありましたけれども、人件費の抑制について引き続きという指摘がありました。

このことは、欠員を嘱託員あるいは臨時職員化をするということも一番心配をされる経営方針、私の一番

嫌うところだろうと思うんですけれども、そういう方向も出されてくるというふうにも思われるわけです

ね。したがってこのことは今後の経営をするについては、確かに介護保険法の介護報酬の見直しの中で具

体的にどのようになるのかということも大変注目をしなければいけないというふうに思うわけですが、特

にこのホテルコスト代については単に介護保険法の適用の見直しだけではなく、実はこういう動きもある

わけですよね。施設に入所している人から居住費用、食事代を取るんだから、病院に入院している患者さ

んもいわば食事代ホテル代も取るのが整合性がとれる方法だというふうに指摘をされて、そのような動き
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も出て来るというふうに報じられています。ですからこのことは単に、単なる介護保険法の範疇だけの問

題ではなく、それぞれの自治体やあるいは病院に、入院あるいは治療を受けている人たちにとっても、大

変大きな問題として波及効果は心配をされることだろうと思うんです。そのことは栄村に建設をされる特

養の施設の問題にも当然関わりを持ってくるというふうに思います。でそのことは昨年資料として出され

ました博悠会との協定書の中で、まいわば広域連合として居住費、ホテルコストの設定について、いわば

相当分を控除をして設定するという協定書になっているわけです。そのことは事業採択をされて、建設を

する段階ではこのような文言でもあてはまるかもしれませんけれども、そのことは将来的に管内の特別養

護老人ホームのホテルコストを徴収をしなければならないという事態になったときには、この協定書で記

載をされている事実とは違った方向に向かうということになりかねないというふうに思います。そういう

意味で、この協定書の見直しというのは今後の課題だろうというふうに思いますが、改めて見直す必要が

当然でてくるのではないかというふうに思います。同時に博悠会では、広域連合から１億２千万余のいわ

ば補助金を一つの財源としているわけですけれども、このことは私はちょっと疑問に思うんですが、単な

る協定書の中だけで１億２千万余円を明らかにしておくだけでいいのかどうなのか。そこは広域連合とし

て、例えば補助金交付要綱などをきちっと作ってですね、そこで１億２千万の使途について明らかにして

おく必要があるのではないかというふうに、手続き的なものですけれども、そういうように明らかにして

おく必要があるのではないかというふうに私は思うんですね。ただ単なる協定書の中で謳うだけでは、こ

れは今後に大きな問題を残すのではないかというふうに思いますが、このことなどを含めて改めてお伺い

をしておきたいというふうに思います。 

それと環境衛生の問題について、大変な状況の中でそれぞれ施設の性能などを含めて大変大きく変化を

してきておりますから、それぞれの対応も、それぞれの自治体ごとに、あるいは一部事務組合においても

対応が違うというふうに思うんですが、何れにしてもゴミは出さないということが一番大きな要点だろう

と自分は思います。それには家庭の皆さん方の協力やあるいは事業主の皆さんのご協力も当然必要になっ

てくるわけでありまして、特に最終処分場、埋立地の問題についても、県の段階でも大きないわば問題と

して、ネックになっているところもあろうかと思いますが、これらのことについてはそれぞれの自治体が

責任を持つという一つの法律的な根拠がありますけれども、広域連合としてどのような対応をしていくの

かというのが今問われているというふうに思いますが、改めて具体的に今後の、まあ残念ながら広域連合

というのは事業主体ではなくほとんどが規約の中にもありますように、事務のすり合せが中心的なことに

なろうかというふうに思っておりますが、そのことについて改めてお伺いをしておきたいと思います。 

  次に、下水道の汚泥の処理についてですが、実はこのことについてはこの管内でも民間の業者が下水汚

泥の堆肥化というのを進めている施設もありますし、先の９月の県議会の中でもこの北信地区の下水道汚

泥の堆肥を作る施設についての質問がありまして、そのことが私も注目を持ってみていたわけですけれど

も、この管内でもその民間業者に汚泥の処理を委託をしている自治体も具体的にあるわけです。そんなこ

とも含めて、これからますます公共や農集、特環含めて下水道計画がどんどん進んでいく中で、この汚泥

の処理問題というのは当然大きな課題としてとらえていかなければならないというふうに思いますが、そ

の中ではいろいろと処理方法によってはいろいろな問題点が指摘をされているところでもあり、そういう
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意味で広域的な汚泥の堆肥化にするのか先ほどの炭化化にするのかいろんな課題があると思いますし、さ

らにはどのように活用をするという様々な下水道汚泥の活用方法というのがあるわけで、そのような研究

課題というのも具体的に進めていかなければならないというふうに思いますけれども、具体的な市町村圏

計画の中では、堆肥化施設を建設をするという具体的に文言としてあらわしているわけですから、そのこ

とについてどのように具体的に、先ほどの答弁の中では３０年度内までにというような答弁がありました

けれども、そのことについて改めてお伺いをしておきたいというふうに思います。 

  広域連合の担う役割について、これも昨年いろいろと申しあげましたからあまり重ねて申しあげません

けれども、確かに権限の委譲という問題も大きく言われたわけですけれども、しかし具体的には確か二つ

の事務しか委譲されていないわけです、県から。県の方は、それぞれの連合から、こういう事務を権限を

下ろしてくれという要望がないからだとかいろいろ言っているようですけれども、逆に今のそれぞれの自

治体の大変な状況の中で、例えば介護認定審査会などは共同処理をしている一つの具体的な事例だという

ふうに思うんですけれども、そういった広域管内の中でそれぞれの行財政基盤を確立をするという意味で

の共同事務や処理方法などを含めて、まさに広域連合７市町村が一緒に手を携えて進んでいけるというそ

ういう方策をきちんと考えていかなければいけないと思いますし、自治体によっては広域連合に何を求め

ているのか、どういうことを広域連合としてして欲しいのかという、あるいはそういったことも含めて考

えておく必要があると思いますし、中には例えば、もう大変だから県の方にこの事務あるいは事業などを

委託をしていこうじゃないかというような逆委託方式なども一部では考えても良いのではないかという議

論もあるようであります。そんなことも含めて、広域連合としての立場を明らかにし、そして７市町村が

一緒になって歩いて行けるようなそういう方策を考えていくべきではないかというふうに思いますが、改

めてご答弁をいただきたいと思います。 

                                                 

副議長(中嶋元三君)  ここで１０分間休憩いたします。 

  （休 憩）              （午後 ２時０３分） 

                                                 

 

  （再 開）              （午後 ２時１３分） 

副議長(中嶋元三君)  休憩前に引き続いて会議を再開いたします。 

事務局次長。   

事務局次長（松木隆一君） ただ今の再質問についてお答え申しあげます。先ず一点目は、介護保険法の見

直しの関係で、資格の問題、それからホテルコスト等の問題等々がございましたけれども、私ども県のほ

うからいただいている、得ている資料ですけれども、非常に項目的部分だけでまだ内容の詳細は具体的に

わかっておりません。例えば施設における居住費用それから食費負担の見直し、それから施設入所の対象

者の重点化、在宅支援体制の強化というような項目だけでございまして、なかなか見えてこない部分があ

るわけですけれども。一応資格の関係につきましては、日頃施設職員にできるだけ資格をとっていただき

たいというようなことでお願いをし、順次進めております。現在２０１人のプロパー職員がいるわけです
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けれども、１０８名の方が介護福祉士、率にして５３．７％の職員が持っております。まあそんなことで

ここの部分ついてはこれからのきっとまた情報もあろうかと思います。それからホテルコストの部分であ

りますけれども、これにつきましてもほんとに何もよく見えてこないで、ホテルコストの見直しというだ

けのもので見えてこない部分がございますので、また動向を見ていきたいと思います。なお嘱託職員の待

遇についてでございますけれども、やはり人件費抑制あるいは健全経営の部分から考えて嘱託職員が、だ

んだん増やさざるを得ないのではないかと考えております。ただ、先ほどからご意見ございますとおり待

遇改善はできるだけ図っていきたいというふうに考えております。それからホテルコストの関係で、協定

書の関係でございます。先ほども申しあげましたとおり、協定書だけで補助金の交付をしていいのかどう

かというようなご意見もございます。国のほうでホテルコストの見直し等が検討されておりますので、そ

の行方を見ながら研究を進めていきたいと思っております。それからごみ処理の関係でございますが、事

務のすり合せが中心で広域としてどう考えるのかというお話でございます。現在もそれぞれの岳南あるい

は岳北の会議に同席させていただいて、それぞれの意見を聞かせていただいてございます。これからも岳

北あるいは岳南等々とのすり合せを進めていきたいと思っております。それから汚泥の関係でございます。

汚泥処理の関係につきましては、先ほど連合長からお話がございましたとおり、堆肥化あるいは炭化とい

う事で処理方法を決定し、平成３０年度を目標にということで計画が策定されております。平成３０年度

の汚泥の処理量が２２.２トンということで設定されておるわけですけれども、これにつきましても現在

具体的な動きがございませんけれども、さらに必要であればすり合せをしていく必要があろうかと思いま

す。最後に広域連合の役割はという部分でございますけれども、先ほど連合長のほうから答弁がございま

したとおり、それぞれ組織市町村の独自性を尊重しながら地域が一体となって取り組めるようなことで努

力していきたいというふうに考えております。まだ具体的な事例がございませんけれども、もし具体的な

事例が出てくれば、またそれぞれの立場で協議をしてしくようになろうかと思いますが、一応独自性を尊

重して地域が一体となって取り組める課題に向けて取り組んでいきたいと思っております。よろしくお願

いいたします。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君)  １１番髙木尚史議員。 

１１番（髙木尚史君） 引き続きお願いをいたします。先ほども答弁にありましたように、例えば国の補助

負担金の見直しについてですね、地方６団体がまとめたその中に、例えば社会保障関係では養護老人ホー

ム等の保護費負担金ですが、老人福祉法第２６条第２項でいきますと２分の１ということになっているわ

けですが、これが国の予算的には平成１６年度の国の予算で５６７億２千８百万円という１６年度の予算

額ですし、あわせて社会福祉施設整備費負担金、特に老人福祉施設特養についても２０５億３千７百万円

でして、これは実はこれでいきますと、居住福祉型でいきますと、標準でいって４００万円掛ける定員、

併設のショートステイでいきますと１３０万円掛ける定員という、そういう数値になっているわけですけ

れども、その他に地域によって加配とかいろいろあるわけですけれども、こういったいわば負担金の見直

しが具体的な数字として出されているわけですよね、でそのことは先ほど申しあげましたように栄村に建

設する特養についても、国庫補助負担金の見直しの中で、具体的に建設費用がカットをされるという状況

が当然生じてくると思うんですね。そういたしますとホテルコストの問題も含めて、出されている協定書
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のひながたでいきますと、全面的な見直しを含めて迫られるんではないかと、そういうふうに思うんです

よ。したがってそのことを考えてみますと、一体当初の社会福祉法人博悠会がプロポーザルで出した数字

が、この国の見直しによってどの程度の変更を余儀なくされるのかどうなのか、いわば根本的な見直しで

すね、補助金の問題も含めて、そこに行き着くのではないかというふうに思うんですが、先ほどの答弁の

中では拘束をされるのは本年度と来年度チャレンジをしていくというような次長の方から答弁がありま

したけれども、そのことも含めて基本的な見直しと同時に、先ほど１億２千万余の補助金については補助

金の交付要綱などをきちっと作っていくべきだというふうに提言を申しあげましたけれども、そのことも

含めてこの協定書の見直しについて、あるいは補助金の交付要綱の制定などについてどのようにお考えに

なっているのか改めてお伺いをしておきたいというふうに思います。ごみ処理の問題について確かに推進

協議会を設置をして検討をしていこうという方向になっていると思うんですが、この現在の推進協議会の

いわば開催状況などについて先ずお聞きをしたいと思うんです。下水道汚泥もそうですけれども、それぞ

れの行政とすれば委託費用をなるべく安くしたいという思惑がありますから、なかなか広域で一つの数字

を出してもそれぞれの自治体財政によってはもっと安い所がある、そっちのほうに委託をしたいとか処理

をしていきたいという、そういう個々の事例というのは当然出て来ると思うんですね。そういうことを考

えますとなかなか一本化できないというのも一つの悩みだというふうに思うんです、現実の問題として。

そのことを含めまして広域的な処理計画をしていくことがどれだけの、将来的の費用対効果あるいはメリ

ットがあるのかということを具体的に指し示していくことが必要ではないかというふうに思いますけれ

ども、そのことも含めてどういう連絡調整あるいは事務のすり合せをしていくのか、推進協議会も含めて

お考えをお聞かせいただきたいというふうに思います。下水道汚泥の処理についてですが、先の長い話で

すけれども、この下水道の汚泥についても様々な処理方法というものは当然出て来ると思うんですようね、

これから先、さらには汚泥を排出をしないという、そういう処理施設というものも当然今後の視野の中で

は出て来るであろうというふうに思うんです。ただ現実の問題としてこの管内で民間の業者が下水道の汚

泥を堆肥化をするという施設が存在をし、９月県議会でも問題視され、田中知事は大変注目をしていると

いうような答弁をしたようでありますけれども、そんなことも含めて現実にあるそのことが、この地域の

環境問題や様々な問題に波及をしていくことも心配される一つの懸念材料だというふうに思うんですが、

そのことについて見解がありましたらお聞かせをいただきたいというふうに思います。最後に広域連合、

大変あの難しい問題です、確かに広域計画を作り、連合長には、それに例えば従わない場合には勧告権と

いう一つの力があるわけですけれども、そこまで行くという広域連合というのはなかなか全国どこを見て

もないわけで、そこはやはり構成する市町村が同じ目標に向かって緩やかではあっても最良の姿勢を示し

ていくことが、管内の協力体制そして組織、団結力を高めていくという、そういう方向で同じ目標を設定

をして行こうという、そういう動きだというふうに思いますから、大変財政的にもあるいは環境的にも経

済的にも厳しい状況の中で、是非これからも広域連合として大きな目標に向って進んでいけるような、そ

ういう方策を引き続き摸索をしながら進んで行っていただきたい、さらには提案をしていただきたいとい

うことを重ねて、質問を終わります。 

副議長(中嶋元三君)  事務局次長。 
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事務局次長（松木隆一君） 何点かの質問がありましたけれども、私のほうからお答えを申しあげます。先

ず養護老人ホームの例あるいは１６年度予算、国の予算の数字を示されまして負担金の見直しとして、今

後見直しをしていく必要があるんではないかというようなことから、栄村建設の協定書の見直しも迫られ

るんではないかということでございます。これにつきましては当初計画で、現在も進んでおるわけでござ

います。大きく制度が変わりまたこれからの事業計画の状況いかんによっては、大きく根本がすっかり変

わってくるということが予想されます。もしそういうふうになりますれば、また再度検討協議をさせてい

ただく必要があるんではないかと思われます。それからごみ処理の推進協議会の開催状況がどうかという

ことでございます。実際に計画策定後、ごみ処理の推進協議会の開催情況は正直ありません。そんなこと

で現在計画書が一応策定されておるわけですけれども、平成２９年度目標で、それに向けてという考え方

でございます。それから下水汚泥の関係で考えがあったら示して欲しいと、管内に現実的な問題がある、

環境に影響するんではないかというようなお話でございましたけれども、下水汚泥につきましても平成３

０年度目標で計画策定されております。これにつきましては、それぞれのグループに分かれて、３つのグ

ループに分かれてそれぞれの処理方法で対応という考え方であるわけで、これにつきましてもこの計画ど

おりで進めて、それぞれ進んでいるというふうにしております。それから連合の関係で勧告権がある、非

常に難しい問題だけれども取り組んで欲しい、前向きに取り組んで欲しいというご意見でございます。や

はり連合の役割等再認識しながら精力的に取り組んでいきたいと思っております。よろしくお願いいたし

ます。以上でございます。 

副議長(中嶋元三君)  以上をもちまして、髙木尚史議員の質問を終結いたします。 

                                                                                        

３ 討論、採決 

副議長(中嶋元三君)  日程３、討論、採決を行います。はじめに、討論を行います。討論のあります方は、

早急に書面をもって、議長の手元まで通告願います。 

                                                 

副議長(中嶋元三君)  ここで、暫時休憩いたします。 

  （休 憩）              （午後 ２時２９分） 

                                                 

 

  （再 開）              （午後 ２時３０分） 

副議長(中嶋元三君)   休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

                                                 

副議長(中嶋元三君)  通告がありませんでしたので、以上で討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。はじめに、議案第１号 平成１６年度一般会計補正予算(第１号)から、議案

第９号 平成１６年度特別養護老人ホームふるさと苑事業特別会計補正予算(第１号)までの、以上９議案

について、一括して採決いたします。 

  おはかりいたします。 議案第１号から、議案第９号までの９議案について、原案のとおり決すること
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に、賛成の議員の起立を求めます。 

    （起立全員） 

副議長(中嶋元三君) 起立全員であります。よって、議案第１号から、議案第９号までの９議案については、

原案のとおり可決されました。 

次に、議案第１０号 平成１５年度一般会計歳入歳出決算認定についてから議案第２０号 平成１５度

公平委員会特別会計歳入歳出決算認定についてまでの、以上１１議案について一括して採決いたします。 

  おはかりいたします。議案第１０号から、議案第２０号までの１１議案について、原案のとおり決する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

    （起立全員） 

副議長(中嶋元三君) 起立全員であります。よって、議案第１０号から議案第２０号までの１１議案につい

ては、原案のとおり認定されました。 

                                                 

４ 議 第１号 長野県高齢者プランに基づく特別養護老人ホーム新設の事業採択を求める意見書に 

ついて 

副議長(中嶋元三君) 日程４、議 第１号 長野県高齢者プランに基づく特別養護老人ホーム新設の事業採

択を求める意見書について、を議題といたします。 

  提案者の説明を求めます。１９番、桜沢恒友議員。 

１９番（桜沢恒友君） １９番桜沢です。提案理由の説明を申しあげます。長野県が策定した「長野県高者

プラン」では、当北信圏域に７０床の特別養護老人ホームを整備することとしております。北信広域連合

では、昨年度この施設建設に民間活力を導入することとし、栄村の平滝地区に、プロポーザルにより決定

した社会福祉法人博悠会による特別養護老人ホームの建設予定地をとり、８月にヒアリングを受け、今月

末には２次のヒアリングが予定されておるところであります。昨年度から特別養護老人ホームの建設に対

する県の事業採択が非常に厳しい状況にあり、また平成１７年度からは制度も変更される見込であります。

当管内におきましては大勢の方が特別養護老人ホームの入所を希望されており、施設整備が急務でありま

す。このようなことから、特別養護老人ホームの新設について意見書を提出し、事業採択をされるよう求

めるものであります。 

次いで、意見書の件に入ります。議第１号 長野県高齢者プランに基づく特別養護老人ホーム新設の事

業採択を求める意見書について、地方自治法第９９条の規定により、別記意見書を関係行政庁に提出する

ものとする。平成１６年１０月２５日提出。提案者、北信広域連合議会議員桜沢恒友、賛成者、北信広域

連合議会議員田中昭男、小島友一、上野博文、山崎治茂。 

  長野県高齢者プランに基づく特別養護老人ホーム新設の事業採択を求める意見書（案）。 

  平成１５年４月に長野県が策定した「長野県高齢者プラン」においては、特別養護老人ホーム施設整備

の平成１９年度目標整備数が設定され、北信広域連合管内では７０床の増床が示されたところである。  

  当北信圏域の高齢化率は２６．２パーセントで、県平均より３．２ポイント高く、住民から特別養護老

人ホームの施設拡充の要望が高まっている。このプランに沿って、北信広域連合では、特別養護老人ホー
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ムの設置・運営を民間事業者により行うこととした。 

そこで、栄村平滝地区に民間事業者による特別養護老人ホームの建設が計画され、栄村では建設用地を

既に確保し、地元の受け入れ態勢も整っているところであり、また、北信広域連合としても財政支援を予

定しているところである。 

  ついては、栄村への特別養護老人ホームの新設について、事業採択されるよう強く求めるものである。

以上であります。 

                                                                                        

５ 議案質疑、６ 討論、採決 

副議長(中嶋元三君)  日程５ 議案質疑、日程６ 討論、採決を行います。 

  はじめに、議案質疑を行います。 

   (「異議なし」の声あり) 

副議長(中嶋元三君) ありませんければ、以上をもって、議案質疑を終結いたします。 

次に、討論を行います。討論のあります方は、早急に書面をもって、議長の手元まで通告願います。 

                                                 

副議長(中嶋元三君)  ここで、暫時休憩いたします。 

  （休 憩）              （午後 ２時３５分） 

                                                 

 

  （再 開）              （午後 ２時３５分） 

副議長(中嶋元三君)   休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

                                                 

副議長(中嶋元三君)  通告がありませんので、以上で討論を終結いたします。 

 これより採決に入ります。 

  議 第１号 長野県高齢者プランに基づく特別養護老人ホーム新設の事業採択を求める意見書について、

原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

    （起立全員） 

副議長(中嶋元三君) 起立全員であります。よって、議 第１号は、原案のとおり可決されました。 

                                                 

副議長(中嶋元三君) 以上で、予定した議事は全部終了いたしました。 

  ここで広域連合長から、あいさつがあります。 

 青木広域連合長。 

   （広域連合長 青木 一君登壇） 

広域連合長（青木 一君） １０月定例会の閉会にあたり、一言御礼のご挨拶を申しあげます。１０月１８

日に開会させていただき、本日までの８日間、会期中議員各位におかれましては、北信地域発展のために

格別のご精励をいただきまして、敬意を表しますとともに、厚く御礼を申しあげる次第でございます。提
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案をさせていただきました各議案とも、それぞれ可決、認定をいただきありがとうございます。本定例会

開会中の台風２３号にありましては、それぞれの市町村において大変大きな被害が出ており、被害にあわ

れた皆様方には心よりお見舞いを申しあげますとともに、それぞれのお立場でその対応にご尽力をいただ

きましたことに、敬意と感謝を申しあげる次第であります。また、広域連合といたしましても、特別養護

老人ホーム望岳荘におきまして、飯山市にある、グループホームの入所者の皆様方の避難先として受け入

れをしたところであります。また２３日以降頻発している新潟県｢中越地震｣につきましても、広範囲に甚

大な被害が発生しており、死者、負傷者の被害にあわれた皆様方に、重ねてお見舞いを申しあげるところ

であります。さて、一般質問の中でもご答弁を申しあげましたように、新設特養の事業採択など広域連合

としての広域的取り組むべき事務事業について、真剣に取り組んでまいる所存でございます。今後とも、

議員各位のご理解とご協力をお願い申しあげまして、閉会のご挨拶とさせていただきます。どうもありが

とうございました。 

 

                                                 

７ 閉  会 

副議長(中嶋元三君)  以上をもちまして、平成１６年第３回北信広域連合議会定例会を閉会いたします。 

  大変ご苦労様でした。 

 

   （閉 会）              （午後 ２時４０分） 
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